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当
館
の
文
献
資
料
調
査
で
、
表
紙
に
関
し
て
調
べ
る
項
目
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は

な
い
。
仙
原
・
後
の
別
、
す
な
わ
ち
原
表
紙
か
改
装
表
紙
か
の
違
い
、
②
材
質
、
③

色
、
例
文
様
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
調
査
カ
ー
ド
で
は
別
項
に
な
っ
て
い
る
〔
外
題
〕

も
表
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
無
関
係
で
は
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
項

目
は
少
な
く
、
色
や
文
様
な
ど
判
断
に
苦
し
む
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
調
査
全
体
の
う

ち
で
占
め
る
重
要
度
と
い
う
点
か
ら
す
る
と
き
、
問
題
に
な
ら
な
い
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。
国
文
学
研
究
の
資
料
と
し
て
の
価
値
は
、
む
し
ろ
表
紙
以
後
、
つ
ま
り
第
一

丁
以
下
の
本
文
に
あ
る
。
加
え
て
、
原
後
、
美
醜
、
題
策
の
有
無
な
ど
に
よ
っ
て
値

段
の
差
が
生
ず
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
も
、
表
紙
は
し
ょ
せ
ん
本
の
顔
以
上
の
も
の
で

は
な
い
。

こ
ん
な
言
い
か
た
を
す
る
と
、
不
当
に
表
紙
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
本
が
も
し
人
間
だ
っ
た
ら
、
き
っ
と
怒
り
出
す
に
ち
が

表
紙
裏
の
反
古

は
じ
め
に

い
な
い
。
ひ
と
さ
ま
の
オ
モ
テ
道
具
に
つ
い
て
、
ず
い
ぶ
ん
思
い
切
っ
た
こ
と
を
お
つ

し
や
り
ま
す
わ
ね
、
と
。
し
か
し
こ
れ
は
私
に
責
任
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
文
句

は
む
し
ろ
〔
調
査
要
領
〕
に
向
か
っ
て
言
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
表
紙
と
は
そ
う

い
う
も
の
だ
と
し
て
い
る
、
既
成
の
概
念
に
向
け
て
も
。
私
が
こ
こ
で
こ
れ
か
ら
述

べ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
も
、
む
し
ろ
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
で
あ
り
、
表
紙
を
通
り

い
つ
ぺ
ん
の
見
か
た
で
見
る
の
を
や
め
て
、
ひ
と
皮
む
い
て
、
内
側
に
ひ
そ
ん
で
い

る
も
の
に
、
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

表
紙
を
ひ
と
皮
む
い
て
み
る
ｌ
文
字
ど
お
り
糸
を
切
っ
て
糊
を
は
が
し
て
み
る

の
だ
が
、
そ
ん
な
荒
っ
ぽ
い
こ
と
を
や
た
ら
に
し
て
み
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
も

う
少
し
穏
当
な
表
現
を
用
い
る
な
ら
、
表
紙
裏
に
注
目
し
て
み
る
の
で
あ
り
、
は
が

し
て
み
な
く
て
も
、
脇
か
ら
の
ぞ
く
だ
け
で
も
よ
い
。
そ
う
す
る
と
、
意
外
な
も
の

が
み
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
。

以
下
に
寛
永
五
年
の
刊
記
を
持
つ
あ
る
仏
書
の
表
紙
を
、
ひ
と
皮
む
い
て
み
た
結

果
を
報
告
し
、
も
っ
て
文
献
資
料
調
査
の
お
り
の
、
お
疲
れ
休
み
の
慰
み
草
に
供
す

る
次
第
で
あ
る
。

渡
辺
守

邦
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表
紙
裏
と
は
、
見
返
し
の
こ
と
で
は
な
い
。
表
紙
と
見
返
し
の
間
の
意
味
で
あ
る

が
、
こ
う
言
っ
た
だ
け
で
は
要
領
を
え
な
い
。

ま
ず
、
袋
綴
の
版
本
を
例
に
、
製
本
の
過
程
を
考
え
て
み
る
。
通
常
、
次
の
よ
う

な
手
順
を
経
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
摺
刷
が
済
む
と
、
各
丁
を
二
つ
折
に
し
、
丁

付
に
従
っ
て
並
べ
、
首
尾
そ
れ
ぞ
れ
に
白
紙
一
丁
を
加
え
た
う
え
、
折
り
目
の
側
を

規
準
と
し
て
不
ぞ
ろ
い
を
正
し
、
そ
の
反
対
側
、
つ
ま
り
ノ
ド
側
の
上
下
二
箇
所
を

紙
捻
で
綴
る
。
こ
う
し
て
お
い
て
、
折
り
目
以
外
の
三
方
を
裁
ち
落
と
し
て
か
ら
、

表
紙
を
加
え
て
糸
か
が
り
す
る
。
以
上
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
を
、
折
り
・
丁
合
・
下
綴
．

化
粧
裁
・
表
紙
掛
け
、
と
呼
ぶ
。

下
綴
の
と
き
首
尾
に
加
え
ら
れ
た
白
紙
二
枚
は
、
表
紙
掛
け
の
の
ち
、
三
方
の
端

を
表
紙
に
糊
づ
け
さ
れ
、
見
返
し
に
な
る
。
見
返
し
は
、
終
丁
の
裏
面
に
印
刷
が
な

い
場
合
、
そ
の
ま
ま
糊
づ
け
し
て
流
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
一
丁
分
な
く
、

半
丁
で
済
ま
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
終
丁
の
半
丁
を
う
し
ろ
表
紙
の
見

返
し
に
、
残
っ
た
半
丁
を
前
表
紙
の
見
返
し
に
用
い
る
、
節
約
型
と
も
い
う
べ
き
例

が
あ
っ
た
り
も
す
る
。

見
返
し
が
糊
づ
け
さ
れ
て
い
る
の
で
、
表
紙
の
内
側
は
見
え
な
い
。
し
か
し
歳
月

の
経
過
に
よ
っ
て
糊
が
粘
着
力
を
失
っ
て
は
が
れ
た
り
、
綴
糸
が
切
れ
た
り
し
て
、

表
紙
が
裏
側
を
露
出
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、
多
く
の
場
合
、

芯
紙
（
し
ん
が
み
）
と
呼
ば
れ
る
、
厚
く
て
ぽ
っ
て
り
と
し
た
、
漉
返
し
で
あ
ろ
う
。

表
紙
裏
と
は

鼠
色
と
か
黄
土
色
で
あ
っ
て
、
糸
く
ず
、
樹
皮
、
ま
た
と
き
と
し
て
毛
髪
が
漉
き
込

ま
れ
て
い
た
り
し
て
、
お
よ
そ
見
栄
え
が
し
な
い
。
見
返
し
は
、
醜
態
を
隠
す
た
め

の
も
の
で
も
あ
っ
た
。
表
紙
の
お
も
て
側
か
ら
見
え
る
、
紺
、
標
、
栗
皮
な
ど
の
色

は
、
こ
の
芯
紙
の
上
に
張
り
つ
け
ら
れ
た
薄
い
紙
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
薄
紙
は
、

表
皮
ま
た
は
書
皮
と
呼
ば
れ
る
。

書
皮
一
枚
で
、
表
紙
本
来
の
機
能
で
あ
る
、
本
文
料
紙
保
護
の
役
目
を
荷
う
こ
と

は
む
ず
か
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
裏
側
に
補
強
材
が
用
い
ら
れ
る
の
だ
が
、
芯
紙
が
補
強

の
材
料
に
供
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
古
い
こ
と
で
は
な
い
。
印
刷
出
版
業
が
隆
盛

し
て
、
大
量
生
産
、
あ
る
い
は
能
率
的
作
業
が
要
求
さ
れ
る
に
至
っ
た
結
果
の
よ
う

で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
は
、
有
り
あ
わ
せ
の
紙
の
張
り
重
ね
に
よ
っ
て
、
表
紙
の
機

能
を
は
た
さ
せ
た
。
二
三
枚
の
張
り
重
ね
で
、
充
分
な
強
度
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

重
ね
張
り
さ
れ
る
紙
は
、
多
く
白
紙
で
あ
る
が
、
ま
れ
に
刷
り
損
じ
や
、
書
付
け
の

反
古
を
交
え
る
こ
と
も
あ
る
。
裏
張
り
に
、
摺
刷
や
墨
付
き
の
反
古
が
あ
っ
た
と
き

に
、
表
紙
裏
は
は
じ
め
て
注
目
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る
。

裏
張
り
式
か
ら
芯
紙
に
変
っ
た
の
は
、
寛
永
末
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
印
刷
の
大

勢
が
古
活
字
版
か
ら
整
版
に
変
り
、
製
本
工
程
が
規
準
化
さ
れ
た
こ
と
と
摸
を
一
に

す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
小
部
数
出
版
あ
る
い
は
写
本
は
、
も
う
少
し

後
ま
で
重
ね
張
り
方
式
で
表
紙
が
作
ら
れ
て
い
る
。

表
紙
裏
か
ら
反
古
が
出
た
報
告
例
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
古
活
字
版
に
多
い
。
別
種
の

古
活
字
版
の
刷
り
損
じ
が
出
現
し
て
、
刊
年
推
定
の
根
拠
に
さ
れ
た
り
、
す
で
に
散

供
し
た
未
見
の
版
が
出
た
り
し
た
例
は
、
け
っ
し
て
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
古
活
字

版
以
前
に
も
、
反
古
の
出
た
例
は
あ
る
。
た
と
え
ば
、
足
利
文
庫
蔵
『
周
易
」
室
町
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末
写
本
（
分
類
番
号
一
九
’
一
）
に
は
、
永
享
九
年
の
版
暦
が
張
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
類
す
る
例
は
、
平
安
時
代
ま
で
湖
る
と
も
言
わ
れ
る
。

こ
こ
に
こ
れ
か
ら
採
り
上
げ
る
の
は
、
平
等
心
王
院
旧
蔵
の
「
翻
訳
名
義
集
」
で

あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
寛
永
五
年
の
刊
記
を
持
ち
、
全
七
冊
、
五
季
文
庫
蔵
。

そ
の
表
紙
裏
か
ら
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
、
二
十
三
葉
の
紙
片
が
出
現
し
た
。
七
冊

で
前
後
と
も
都
合
十
四
枚
の
表
紙
が
あ
る
。
「
巻
一
前
」
「
巻
一
後
」
と
し
た
の
は
、

そ
の
巻
冊
の
、
そ
れ
ぞ
れ
前
表
紙
、
う
し
ろ
表
紙
を
意
味
す
る
。

巻
一
前

巻
一
後

巻
三
後

巻
二
前

巻
二
後

巻
三
前 書

付
の
反
古

な
し

【
１
】
『
毘
沙
門
之
本
地
」
（
刊
）
初
丁

【
２
】
「
庭
訓
往
来
」
（
刊
）
艶
オ

【
３
】
『
節
用
集
」
（
刊
）
上
弘
ウ

【
４
】
書
付
Ｉ
（
舞
の
本
か
）

な
し

な
し

【
５
】
「
聖
徳
太
子
伝
暦
」
（
刊
）
上
認
ウ

【
６
】
「
二
十
四
孝
」
（
刊
）
班
オ

【
７
】
書
付
Ⅱ
（
「
本
か
け
分
」
）

な
し

こ
れ
ら
の
反
古
は
、
版
刷
の
も
の
と
墨
書
の
も
の
と
に
分
れ
る
が
、
後
者
に
つ
い

て
は
す
で
に
別
稿
（
「
寛
永
時
代
の
出
版
事
情
」
「
文
学
」
五
一
’
四
、
昭
記
・
４
）

に
報
告
紹
介
し
た
の
で
、
本
稿
で
は
版
刷
の
反
古
を
採
り
あ
げ
て
述
べ
て
み
る
こ
と

巻
四
前

巻巻
五四

前後

巻
六
前

巻
五
後

巻
六
後

巻巻
七七
後前

【
８
】
「
和
玉
篇
」
（
刊
）
中
駆
ウ

【
９
】
「
天
台
四
教
儀
」
（
刊
）
３
ウ

【
皿
】
書
付
Ⅲ
（
舞
の
本
値
段
付
）

【
ｕ
】
『
間
の
本
』
（
刊
、
古
活
字
版
）
中
詔
オ

な
し

【
岨
】
古
活
字
版
断
片

【
過
】
書
付
Ⅳ
（
医
書
・
軍
書
）

【
Ｍ
】
書
付
Ｖ
（
書
簡
反
古
）

【
咽
】
『
謡
抄
』
（
刊
）
「
難
波
」
６
オ
ウ

【
妬
】
書
付
Ⅵ
（
書
初
め
反
古
）

【
町
】
『
謡
抄
」
（
刊
）
「
清
経
」
４
オ
ウ

【
岨
】
「
聖
徳
太
子
伝
暦
」
（
刊
）
下
迦
ウ

【
岨
】
『
医
方
大
成
論
」
（
刊
）
３
オ

【
別
】
「
謡
抄
」
（
刊
）
「
鞍
馬
天
狗
」
皿
オ
ウ

【
皿
】
「
謡
抄
」
（
刊
）
「
難
波
」
、
オ
ウ

な
し

【
犯
】
書
付
Ⅶ
（
落
書
き
）

【
羽
】
書
付
Ⅷ
（
書
簡
断
片
）
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Ｍ
Ⅱ

１
１
０
Ⅲ

棚
Ⅱ
Ｉ
１

Ｍ
《
Ｕ
川ｌ
刺
〃
心
Ⅲ

川
４
０
叩
小

叩
帥
Ｍ

ｌ
９
１

仰
０
８
ｍ
加

０
１

仙
川
叩

１
８
．
１

１
ｌ
↓
１

Ｍ
川
部

↓
１

１
７
‐
州

＆
ｌ

砧
幽
Ⅱ

↓
１
１
１
１
１

１
６
伽

１
１

１
５
川

↓
Ｉ

肥
Ｍ
Ｈ

ｌ
ｊ
０
０
Ｐ
５

Ⅱ
肌
Ⅲ

１
４
小

‐
９
町
。

■
ｄ
Ｏ
０
１
０

Ⅱ
Ｂ
４
６

Ｉ
３
Ｄ
Ⅲ

■
咽
５
０
百
円

Ｉ
ｌ

ｌ
２
Ｉ

書
付
の
反
古
二
－
１
舞
の
本
の
値
段
付

【
叩
】
は
、
料
紙
を
縦
に
二
つ
に
折
り
、
各
面
、
折
り
目
に
向
け
て
筆
を
走
ら
せ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
大
福
帳
の
一
紙
と
思
わ
れ
る
〔
図
版
２
〕
。
こ
の
一
紙
に
全
部

で
二
十
三
点
の
書
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
幸
若
舞
曲
、
す
な
わ
ち
舞
の

本
で
あ
る
。
う
ち
十
点
に
金
額
の
記
入
が
あ
る
。
金
額
は
各
二
部
宛
で
、
「
那
須
与
こ

書
付
の
反
古
－
１
１
表
紙
屋
の
請
求
書

ま
ず
【
昭
】
の
反
古
〔
図
版
１
〕
で
あ
る
が
、
医
書
と
軍
書
と
思
わ
れ
る
書
名
十

点
が
略
称
で
記
さ
れ
て
あ
り
、
各
一
部
、
と
添
え
ら
れ
る
（
旧
稿
に
「
ほ
□
ん
」
と

し
た
箇
所
、
「
ほ
け
ん
」
で
あ
ろ
う
と
の
示
教
を
岩
田
秀
行
氏
よ
り
得
た
。
「
保
元
物

語
」
の
こ
と
か
）
。
こ
の
書
付
に
は
、
表
紙
賃
を
請
求
す
る
旨
の
書
込
み
が
、
試
し
書

き
風
に
記
入
さ
れ
て
あ
っ
て
、
そ
の
金
額
は
、
こ
れ
ら
十
点
の
表
紙
賃
に
見
合
う
も

の
で
あ
る
こ
と
が
、
別
の
資
料
に
よ
っ
て
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
書
付
は
、
印
刷
の
済

ん
だ
本
文
料
紙
を
版
元
か
ら
受
け
と
っ
て
、
表
紙
掛
け
の
工
程
を
担
当
す
る
、
表
紙

屋
の
手
元
か
ら
出
た
も
の
で
、
表
紙
賃
請
求
書
の
案
文
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
十

点
の
内
容
が
医
書
と
軍
書
に
限
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
時
期
す
で
に
、
分
野
を

限
っ
て
、
出
版
物
に
特
色
を
出
そ
う
と
す
る
傾
向
の
出
現
し
て
い
る
こ
と
に
、
注
目

さ
せ
ら
れ
る
。

に
し
た
い
。

た
だ
し
、
そ
の
前
に
、
墨
書
の
反
古
に
つ
い
て
、
判
明
し
た
こ
と
の
要
点
を
説
明

し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
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の
銀
八
分
か
ら
「
大
織
冠
」
「
夜
討
曾
我
」
の
二
匁
八
分
に
及
び
、
ま
ち
ま
ち
。
た
だ

し
金
額
の
バ
ラ
ツ
キ
は
、
本
の
巻
数
と
厚
さ
と
に
関
係
が
あ
る
ら
し
い
。
こ
の
金
額

を
丁
数
の
み
に
よ
っ
て
計
算
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
納
得
の
い
く
答
え
を
得
な
い
が
、

巻
数
す
な
わ
ち
一
冊
本
か
二
冊
本
か
の
違
い
を
計
数
に
加
え
て
み
る
と
、
一
冊
当
り

一
分
八
厘
、
一
丁
当
り
二
厘
と
い
う
数
値
が
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
【
皿
〕
の

反
古
に
記
さ
れ
た
舞
の
本
各
一
部
宛
の
金
額
は

〔図版3〕【23】書付VIII(書簡断片）
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
雪
一
三
弐
三
一
三
毒
三
一
三
許
一
一
一
一
三
認
三
一
二
識
三
一
二
一
一
三
一
三
弐
一
三
二
罫
三
一
三
一
三
一
塞
一
率
一
三
一
三
一
三
率
三
一
三
一
三
一
三
劃
一
二
一
三
弐
二
一
三
一
二
言
評
三
一
三
《
三
一

○一
一
一

一
】
一
一
一
一
一
壼
弓
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
頁
戸
阜
宇
さ
一
一
一
一
『
】
再
二
一
一
一
】
『
二
一

一
詞
一
三
評
三
一
三
雲
三
一
三
弐
三
一
三
宝
三
一
三
弐
三
一
二
一
雪
三
一
三
弐
三
一
三
弐
三
一
三
一
二
三
聿
一
壼
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ロ

ん
に
て
す
り
申
候
も
の
は
無
御
座
候
」
と
い
う
箇
所
に
着
目
さ
せ
ら
れ
る
。
書
騨
が

摺
刷
に
当
っ
て
「
手
ま
ち
ん
」
に
加
え
て
プ
ラ
ス
・
ア
ル
フ
ァ
ー
を
要
求
し
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
プ
ラ
ス
・
ア
ル
フ
ァ
ー
と
は
、
出
版
に
よ
っ
て
得
る
べ
か
り
し

何
が
し
か
の
こ
と
と
推
測
し
て
み
る
と
き
、
書
建
が
刷
り
工
か
ら
出
版
業
へ
と
業
態

を
変
え
つ
つ
あ
る
動
向
を
背
後
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
プ
リ
ン
タ
ー
か
ら
パ

ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
へ
と
変
貌
す
る
、
過
渡
の
様
相
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
、
断
片
な
が

書
付
の
反
古
三
ｌ
出
版
事
情
の
消
息

【
羽
】
は
手
紙
の
書
損
じ
で
あ
り
、
冒
頭
の
数
行
が
残
っ
た

も
の
〔
図
版
３
〕
・
断
片
に
す
ぎ
て
、
い
か
な
る
用
向
き
を
報
じ

よ
う
と
し
た
も
の
か
を
汲
む
こ
と
は
む
ず
か
し
い
が
、
四
書
の

刷
り
た
て
を
希
望
す
る
人
へ
の
返
事
で
あ
っ
て
、
近
時
の
出
版

業
界
の
事
情
を
説
明
し
な
が
ら
、
要
望
に
沿
い
が
た
い
こ
と
を

言
っ
て
い
る
ら
し
い
、
と
ま
で
は
分
か
る
。
と
く
に
、
「
手
ま
ち

と
い
う
計
算
に
基
い
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
一

丁
当
り
銀
二
厘
の
印
刷
費
と
、
一
冊
当
り
一
分
八
厘
の
製
本
代

と
か
ら
成
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
整
版
の
場
合
は
、
そ
の
値
段
が
、

摺
り
賃
と
表
紙
賃
と
い
う
二
つ
の
要
素
か
ら
成
る
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

金
額
Ｉ
〔
一
分
八
厘
×
冊
数
〕
＋
〔
二
厘
×
丁
数
〕
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ら
も
興
味
の
持
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

書
付
の
反
古
四
ｌ
「
本
か
け
分
」
の
請
求

【
７
】
は
標
題
を
「
本
か
け
分
」
と
す
る
〔
図
版
４
〕
。
「
本
か
け
」
と
は
、
糸
か
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二
一
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『
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①
卜
の
⑳
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三
評
二
一
三
評
三
一
三
一
三
一
一
一
一
》
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〔
図
版
４
〕
【
７
】
害
付
Ⅱ
（
本
か
け
分
）

が
り
に
よ
っ
て
、
表
紙
を
付
け
る
こ
と
の
意
。
つ
ま
り
製
本
代
を
請
求
す
る
書
付
け

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
か
ん
こ
ぐ
」
と
「
□
い
ん
き
や
う
」
と
判
読
で
き
る
実
体
を

明
ら
か
に
し
な
い
二
種
の
書
名
が
あ
る
。
そ
の
詮
索
は
さ
て
お
く
こ
と
に
し
て
、
書

名
の
肩
に
あ
る
小
書
き
に
、
む
し
ろ
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
前
者
に
「
ミ
の
十
月

廿
二
日
」
、
後
者
に
「
む
ま
ノ
正
月
廿
四
日
」
と
あ
る
。
十
月
と
正
月
と
の
、
年
を
越

し
て
二
年
に
わ
た
っ
て
の
請
求
だ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
月
日
だ
け
で
な
く
、
年
の
表

示
を
伴
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
ミ
」
「
む
ま
」
が
そ
れ
。

寛
永
五
年
以
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
干
支
に
当
る
の
は
、
寛
永
六
己
巳
年
と
同
七
庚
午

年
、
寛
永
十
八
・
十
九
年
、
慶
安
二
・
三
年
等
々
あ
る
。
こ
れ
ら
の
反
古
を
出
現
さ

せ
た
「
翻
訳
名
義
集
』
は
、
す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
刊
記
に
寛
永
五
年
と
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
同
六
・
七
年
を
当
て
る
の
が
、
順
当
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど

単
純
で
は
な
い
。
整
版
本
の
つ
れ
と
し
て
、
刊
記
が
そ
の
ま
ま
摺
刷
時
を
意
味
し
な

い
か
ら
、
で
あ
る
。
板
木
が
摺
刷
に
耐
え
る
か
ぎ
り
、
そ
し
て
刊
記
の
年
時
が
、
は

な
は
だ
し
く
不
都
合
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
初
版
の
刊
記
の
ま
ま
で
刷

り
続
け
ら
れ
る
。
一
度
に
売
立
て
部
数
の
全
て
を
刷
っ
て
し
ま
わ
ず
に
、
需
要
に
応

じ
、
必
要
な
だ
け
の
数
を
印
刷
す
れ
ば
済
む
点
こ
そ
、
整
版
の
特
色
で
あ
っ
て
、
簡

便
か
つ
迅
速
を
旨
と
し
た
古
活
字
版
を
、
衰
退
の
途
に
追
い
込
ん
だ
、
経
済
的
利
点

で
も
あ
っ
た
。

「
本
か
け
分
」
の
書
付
に
言
う
「
ミ
」
「
む
ま
」
は
い
つ
な
の
か
と
は
、
平
等
心
王

院
旧
蔵
の
「
翻
訳
名
義
集
」
が
実
際
に
摺
刷
さ
れ
、
製
本
さ
れ
た
時
点
は
い
つ
か
、

表
紙
裏
の
反
古
が
物
語
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
版
界
の
動
向
は
、
い
つ
ご
ろ
の
時
代
を
反

映
し
て
い
る
の
か
、
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
、
や
は
り
張
り
込
め
ら
れ
た
反
古
が
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明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
反
古
の
う
ち
に
、
何
種
類
か
の

版
本
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
刊
年
が
手
が
か
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

以
下
、
こ
の
『
翻
訳
名
義
集
」
の
一
本
の
、
仕
立
て
上
が
り
時
期
を
は
じ
め
と
す

る
、
刊
行
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
ま
ず
版
刷
の
反
古
そ
れ
ぞ
れ

に
、
正
し
い
書
名
を
定
め
る
た
め
の
考
証
を
行
っ
て
み
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
各
作
品

の
版
種
、
版
次
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
も
立
ち
入
り
、
あ
る
い
は
、
古
活
字
版
か

〔図版5〕【2】「庭訓往来｣
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
『
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一
一
『
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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一
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一
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一
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一
『
一
『
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
『
一

丁
が
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
で
出
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
内
題
「
ひ
し
や
も
ん
の
ほ
ん
ち

一
た
ん
め
」
に
よ
り
、
書
名
は
明
ら
か
。
た
だ
し
、
こ
の
一
片
と
版
式
を
同
じ
く
す

る
伝
本
は
、
従
来
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
な
く
、
新
出
資
料
。
よ
っ
て
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
後
に
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

な
お
〔
紙
片
寸
法
〕
と
は
、
縦
横
そ
れ
ぞ
れ
の
最
大
幅
を
計
っ
た
も
の
。
出
現
の

反
古
は
、
多
く
周
辺
に
損
傷
を
受
け
て
不
定
形
で
あ
る
が
、
裏
打
ち
に
使
わ
れ
る
以

■
凸
ロ

一
一

版
刷
の
反
古
に
つ
い
て
は
、
第
一
冊
前
表
紙
か
ら
始
め
て
、

出
現
の
順
序
に
従
っ
て
取
り
上
げ
て
み
る
。
角
つ
き
括
弧
内
の

数
字
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
全
二
十
三
枚
の
反
古
に
与
え
た
通

し
番
号
で
あ
り
、
今
回
取
り
上
げ
ら
れ
ず
に
欠
け
る
番
号
は
、

墨
書
の
書
付
で
あ
る
。

〔
紙
片
寸
法
〕
羽
・
０
×
蛇
・
０
セ
ン
チ
。
〔
匡

【
１
】
『
毘
沙

郭
寸
法
〕
半
丁
Ⅳ
・
４
×
皿
・
０
セ
ン
チ
。
中

門
之
本
地
」

本
の
大
き
さ
ゆ
え
で
あ
ろ
う
、
上
巻
の
初
丁
一

製
版
か
を
判
別
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
考
察
な
ど
、
横
道
に
入

り
込
む
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
繁
雑
に
な
る
こ
と
を
恐

れ
つ
つ
も
、
あ
え
て
反
古
一
点
ご
と
を
、
取
り
上
げ
て
み
る
こ

と
に
す
る
。
幅
広
く
解
釈
す
れ
ば
、
そ
れ
も
ま
た
、
当
期
の
出

版
事
情
と
い
う
枠
内
に
含
ま
れ
る
問
題
な
の
で
あ
る
か
ら
。

版
刷
の
反
古
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前
の
原
態
は
、
こ
の
寸
法
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
四
角
形
で
あ
っ
た
、
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

〔
紙
片
寸
法
〕
羽
・
５
×
加
・
８
セ
ン
チ
〔
図
版
５
〕
・
大
判

【
２
】
『
庭
訓
往
来
」

の
版
型
で
あ
っ
て
、
本
文
の
上
端
が
表
紙
の
寸
法
を
は
み
出

し
、
切
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
幸
い
に
版
心
が
残
っ
て
「
庭
訓
五
十
二
」
と

読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
「
庭
訓
往
来
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
問
題
の
丁

〔図版6〕五季文庫『庭訓往来」52オ

毬
入
協
〃
熊
詠
沸
細
圃
繩
捌
麗

惚
紅
マ
ザ
肥

を
一
致
さ
せ
、
紙
質
そ
の
他
に
も
問
題
が
な
く
、
同
版
と
す
る
こ
と
の
で
き
る
一
本

が
、
五
季
文
庫
に
架
蔵
さ
れ
る
〔
図
版
６
〕
。
五
季
本
の
刊
記
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
こ
の
項
は
一
件
落
着
な
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
巻
首
・
巻
尾

各
一
丁
が
欠
け
、
後
人
に
よ
る
補
写
で
あ
っ
て
、
巻
末
に
刊
記
に
類
す
る
記
載
を
持

た
な
い
。
五
季
本
は
、
美
濃
半
裁
を
や
や
は
み
出
す
、
泥
・
５
×
加
・
０
セ
ン
チ
の

大
本
で
、
各
半
丁
六
行
、
一
行
十
二
字
前
後
、
全
六
十
二
丁
、
無
辺
で
、
お
家
流
の

の
刊
記
を
持
つ
、
”
・
３
×
四
・
９
セ
ン
チ
の
大
本
で
、
各
半

丁
六
行
、
一
行
十
二
字
前
後
、
無
辺
、
や
は
り
お
家
流
の
、
送

行
、
一
行
十
二
字
前
後
、
全
六
十
二
丁
、
無
辺
で
、
お
家
流
の

達
筆
な
字
体
で
あ
っ
て
、
送
り
仮
名
、
返
り
点
等
を
備
え
た
、

い
わ
ゆ
る
読
本
系
。
字
高
は
、
現
在
の
初
丁
つ
ま
り
第
２
丁
の

オ
モ
テ
初
行
で
魂
セ
ン
チ
ほ
ど
あ
る
。
こ
の
五
季
本
の
実
態
が

明
ら
か
に
な
れ
ば
、
い
ま
問
題
の
【
２
】
の
出
自
が
解
明
さ
れ

た
こ
と
に
な
ろ
う
。

読
本
系
と
は
有
訓
本
の
こ
と
で
、
無
訓
本
を
手
本
系
と
呼
ん

で
、
こ
の
二
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。
「
庭
訓
往
来
」
は
江
戸
時
代

の
全
期
を
通
じ
て
刊
行
さ
れ
、
版
種
は
お
び
た
だ
し
い
も
の
が

あ
る
が
、
そ
の
最
古
は
、
寛
永
五
年
の
整
版
と
さ
れ
る
も
の
の

よ
う
で
あ
る
（
石
川
謙
氏
「
日
本
教
科
書
大
系
」
往
来
編
第
三

巻
古
往
来
日
解
題
）
。

寛
永
五
年
次
戊
辰
孟
春
開
板
焉
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り
仮
名
、
返
り
点
等
を
備
え
た
読
本
系
で
あ
る
（
国
会
八
三
七
’
四
三
）
。
こ
の
版

は
、
し
か
し
、
版
面
の
印
象
を
近
似
さ
せ
な
が
ら
も
、
全
五
十
九
丁
と
丁
数
が
減
り
、

五
季
本
と
は
一
致
し
な
い
。
問
題
の
躯
オ
に
お
い
て
も
、
全
く
相
違
し
て
い
て
、
検

討
の
対
象
か
ら
外
れ
る
。

『
庭
訓
往
来
』
に
は
、
室
町
期
の
写
本
が
少
な
く
な
い
。
至
徳
三
年
写
本
以
下
、

慶
長
期
に
至
る
ま
で
、
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
二
十
本
を
越
え
、

寛
永
五
年
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
江
戸
極
初
の
、
印
刷
出
版
の
揺
藍
期
に
お
け
る
刊

行
が
充
分
予
想
で
き
る
し
、
慶
長
九
年
版
が
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

管
見
に
入
っ
た
だ
け
で
も
、
寛
永
五
年
版
以
前
に
、
二
本
の
存
在
を
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
（
以
下
に
述
べ
る
二
本
の
ほ
か
、
『
国
書
総
目
録
」
に
慶
長
四
年
版
、
寛
永

八
年
版
を
挙
げ
る
が
、
前
者
は
写
本
、
後
者
は
『
庭
訓
抄
」
の
混
入
で
あ
っ
て
、
当

面
の
検
討
の
対
象
か
ら
外
れ
る
）
。

そ
の
一
は
、
慶
長
十
一
年
版
（
国
会
Ｗ
Ａ
七
’
一
六
二
）
・
で
あ
る
。
邪
・
６
×

加
・
５
セ
ン
チ
の
大
形
本
。
一
面
六
行
、
一
行
十
二
字
前
後
で
無
郭
、
全
六
十
二
丁
、

お
家
流
の
字
体
。
問
題
の
丁
に
お
い
て
も
、
五
季
本
と
同
じ
字
配
り
で
は
あ
る
も
の

の
、
終
行
に
至
っ
て
字
数
に
一
字
の
増
減
の
あ
る
こ
と
、
版
心
が
「
庭
訓
」
の
二
字

に
間
隔
を
置
か
ず
に
丁
付
の
数
字
を
続
け
て
、
柱
刻
を
異
に
す
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ

る
手
本
系
の
無
訓
本
で
あ
る
こ
と
も
、
同
版
と
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
。

な
お
、
本
題
か
ら
い
さ
さ
か
逸
脱
す
る
が
、
こ
の
版
に
、
終
丁
の
ウ
ラ
全
面
を
使
っ

て
記
さ
れ
て
い
る
、
刊
記
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
刊
記
は
、
い
か
に
も

慶
長
期
を
思
わ
せ
る
堂
々
と
し
た
風
貌
を
存
す
る
が
、
ま
た
、
印
刷
出
版
史
の
う
え

で
、
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
実
を
も
蔵
し
て
い
る
。
次
の
ご
と
き
も
の
で
あ

刊
記
の
う
ち
の
「
柏
屋
宗
悦
」
な
る
者
は
、
そ
の
名
を
刻
し
た
刊
本
の
存
在
を
確
認

で
き
な
い
も
の
の
、
屋
号
を
称
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
す
で
に
書
騨
と
し
て
の
業

態
を
と
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
柏
屋
が
安
居
院
を
住
所
に
し

て
い
て
、
い
ま
だ
寺
院
を
離
れ
ず
に
い
る
。
そ
れ
が
、
近
世
初
頭
の
書
騨
は
寺
社
内

の
印
刷
関
係
者
か
ら
出
た
も
の
、
と
さ
れ
る
説
を
支
え
る
一
例
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
同
じ
く
刊
記
に
言
う
「
台
林
」
と
は
、
こ
の
後
、
徳
川
家
康
に
よ
り
慶
長

二
十
年
か
ら
元
和
二
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
駿
河
版
の
刊
行
に
、
京
都
か
ら
招
か
れ

て
加
わ
っ
た
「
京
之
諸
職
人
」
の
一
人
で
あ
り
、
そ
の
代
表
格
の
も
の
で
あ
っ
て
三
本

光
国
師
日
記
』
）
、
帰
洛
後
も
出
版
活
動
に
従
事
し
、
古
活
字
版
隆
盛
に
寄
与
し
た
有

名
な
工
匠
（
川
瀬
一
馬
氏
『
増
補
古
活
字
版
の
研
究
」
銃
ペ
ー
ジ
）
。
そ
の
出
自
が
、

安
居
院
寺
内
に
属
す
る
書
林
柏
屋
宗
悦
の
も
と
に
従
っ
た
職
人
で
あ
る
と
具
体
的
に

な
っ
た
。

新
出
の
古
版
『
庭
訓
往
来
」
の
そ
の
二
は
、
元
和
五
年
版
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の

版
は
、
い
ま
だ
現
物
に
接
す
る
機
会
を
得
て
い
な
い
。
中
村
直
勝
氏
旧
蔵
と
し
て
古

書
目
録
に
載
せ
ら
れ
た
、
巻
首
巻
尾
各
半
葉
の
写
真
に
依
る
し
か
な
い
（
「
玉
英
堂
古

ブ
（
》
◎

（
マ
マ
）
（
マ
マ
》

山
城
国
安
宕
郡
上
京
西
陳

安
居
院
寺
内
柏
屋
宗
悦
有
之

台
林
刊
行
之

慶
長
拾
一
丙
午
年
五
月
八
日
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〔
図
版
７
〕
元
和
五
年
版
「
庭
訓
往
来
」
巻
首
（
左
）
・
巻
末
（
右
）
「
玉
英
堂

古
書
目
録
』
よ
り
転
載
。

と
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
丁
付
を
「
六
十
二
」
と
読
み
と
る
こ
と
も
で
き
る
。
一
面
六

行
、
一
行
十
二
字
前
後
で
無
郭
、
字
体
は
や
は
り
お
家
流
で
あ
っ
て
、
有
訓
。

こ
の
元
和
五
年
版
と
【
２
】
と
の
比
較
は
む
ず
か
し
い
。
問
題
の
第
五
十
二
丁
を

直
接
参
照
で
き
な
い
う
え
に
、
五
季
本
に
欠
く
巻
首
巻
尾
し
か
元
和
五
年
版
の
実
態

が
明
ら
か
で
な
い
、
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
有
訓
無
訓
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

版
型
、
一
面
行
数
、
一
行
字
数
、
字
体
等
を
近
似
さ
せ
て
、
全
六
十
二
丁
と
い
う
点

に
お
い
て
も
一
致
す
る
慶
長
十
一
年
版
を
、
両
者
の
間
に
介
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

あ
る
程
度
ま
で
の
推
測
が
可
能
に
な
る
。

三
本
と
も
六
十
二
丁
本
で
あ
る
が
、
最
終
丁
に
お
け
る
本
文
の
終
る
箇
所
を
、
そ

れ
ぞ
れ
違
え
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
有
訓
無
訓
の
違
い
に
加
え
、
行
書
ゆ
え
に
生

ず
る
筆
の
勢
い
に
よ
っ
て
、
同
じ
く
一
行
十
二
字
を
原
則
と
し
な
が
ら
も
、
一
行
に
、

さ
ら
に
は
半
丁
に
収
ま
る
字
数
に
、
若
干
の
相
違
が
生
じ
る
。
余
っ
た
分
だ
け
の
字

が
、
面
を
越
え
、
丁
を
越
え
て
順
送
り
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
総
丁
数
の
違

い
と
な
っ
て
表
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
『
庭
訓
往
来
」
が
、
全
二
十
五
通
の
手
紙
に

よ
っ
て
成
り
、
都
合
二
十
四
箇
所
の
段
落
が
あ
っ
て
、
行
送
り
に
な
っ
た
字
余
り
が
、

そ
の
段
落
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

書
目
録
』
朋
号
、
昭
馳
）
。
写
真
〔
図
版
７
〕
に
よ
れ
ば
、
終
丁
に
は
「
庭
訓
往
来
全

部
」
と
、
尾
題
と
お
ぼ
し
き
一
行
が
あ
り
、
さ
ら
に
刊
記
が
、

元
和
五
年
末
正
月
日

紗
武
州
江
戸
伊
藤
新
兵
衛
開
板
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五
季
本
に
刷
面
と
し
て
残
る
最
後
、
第
六
十
一
丁
ウ
ラ
の
終
行
に
あ
っ
て
、
な
お

五
十
四
字
分
の
本
文
を
残
す
。
一
方
、
慶
長
十
一
年
版
で
の
残
り
本
文
は
二
十
三
字

で
あ
っ
て
、
そ
の
差
は
三
十
一
字
。
慶
長
十
一
年
版
は
、
こ
の
あ
と
、
つ
ま
り
第
六

十
二
丁
の
オ
モ
テ
の
面
を
、
本
文
二
行
（
二
十
三
字
）
と
宛
書
き
二
行
、
尾
題
の
「
庭

訓
往
来
全
部
」
一
行
、
以
上
の
合
計
六
行
に
よ
り
形
成
し
、
同
丁
の
ウ
ラ
は
全
面
を

刊
記
に
当
て
て
い
る
。

五
季
本
に
欠
く
第
六
十
二
丁
を
、
右
を
も
と
に
復
元
し
て
み
る
と
、
残
り
本
文
五

十
四
字
に
、
一
行
十
二
字
と
計
算
し
て
、
五
行
を
要
す
る
。
加
え
て
宛
書
き
二
行
と

尾
題
一
行
を
盛
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
第
六
十
二
丁
の
オ
モ
テ
の
面
を
は
み
出
す
。
五

季
本
終
丁
の
ウ
ラ
面
に
は
、
刊
記
の
ほ
か
、
オ
モ
テ
面
か
ら
順
送
り
さ
れ
た
二
行
が

存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
元
和
五
年
版
は
、
同
丁
の
ウ
ラ
面
に
は
尾
題
一
行
し
か
は
み
出
し
て

い
な
い
。
こ
こ
か
ら
元
和
五
年
版
と
五
季
本
と
は
、
問
題
の
第
五
十
二
丁
の
対
照
を

待
つ
ま
で
も
な
く
、
別
版
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
、
五
季
本
（
イ
コ
ー
ル
【
２
】
）
と
元
和
五
年
版
と
が
同
版
で
な
か
ろ
う
こ
と

は
、
別
の
観
点
か
ら
も
推
測
が
つ
く
。
そ
れ
は
、
い
ま
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
翻
訳

名
義
集
』
が
、
上
方
で
の
刊
行
と
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
上
方
版
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

反
古
の
検
討
が
も
う
少
し
進
ん
だ
段
階
で
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
上
方
版
の

表
紙
裏
に
、
江
戸
の
伊
藤
新
兵
衛
版
の
刷
り
損
じ
が
ひ
そ
ん
で
い
る
こ
と
は
、
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
、
だ
か
ら
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
元
和
五
年
の
江
戸
版
と
い
う
こ
と
自
体
、
考
え
に
く
い
。
元
和
五
年

の
時
点
で
、
江
戸
の
地
に
、
新
版
を
開
刻
で
き
る
書
騨
、
し
か
も
民
間
の
書
騨
が
存

在
し
た
と
は
Ｉ
。

江
戸
に
お
け
る
出
版
の
始
ま
り
と
し
て
、
従
来
の
説
は
、
元
和
五
、
六
年
の
こ
ろ

と
さ
れ
る
。
『
法
華
肝
要
略
注
秀
句
集
」
「
止
観
義
例
」
な
ど
「
武
州
江
戸
開
板
」

「
紗
江
戸
梓
行
」
な
ど
の
刊
記
を
備
え
た
、
古
活
字
版
の
仏
書
五
点
が
そ
れ
で
あ
っ

て
、
版
式
を
叡
山
版
に
似
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
天
台
系
の
寺
院
に
よ
る
開
版
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
民
間
書
騨
の
出
現
は
、
さ
ら
に
下
っ
て
、
寛
永
期
と
も
明
暦
年
間
に

至
る
と
も
さ
れ
、
し
か
も
上
方
の
出
店
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
伊
藤

新
兵
衛
版
の
『
庭
訓
往
来
』
に
う
か
が
わ
れ
る
堂
々
と
し
た
版
式
が
、
天
台
系
の
古

活
字
版
に
伍
し
て
、
江
戸
で
新
刻
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め
る
の
は
、
従
来
の
観
点

か
ら
す
る
な
ら
ば
、
蹄
踏
さ
れ
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。

あ
る
い
は
伊
藤
新
兵
衛
版
は
、
上
方
版
の
覆
刻
か
、
刊
記
の
み
を
追
加
し
た
版
か
、

ま
た
は
、
江
戸
出
店
の
新
兵
衛
の
た
め
に
、
上
方
に
お
い
て
し
か
る
べ
き
刊
記
を
加

え
て
上
梓
さ
れ
た
も
の
、
の
い
ず
れ
か
で
は
な
か
っ
た
か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、
伊
藤
新
兵
衛
版
と
同
版
か
、
版
式
を
近
似
さ
せ
る
上
方
版
の
存
在
が
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
版
の
出
現
を
待
っ
て
、
は
じ
め
て
五
季
本
と
の
異
同
対
照
が
行
わ
れ
る
べ

き
で
あ
っ
て
、
【
２
】
の
版
式
確
定
は
、
し
ば
ら
く
保
留
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

〔
紙
片
寸
法
〕
略
・
８
×
羽
・
５
セ
ン
チ
。
〔
匡
郭
寸
法
〕
半
丁
ｎ
．

【
３
】
元
和
五
年

７
×
蛆
・
３
セ
ン
チ
〔
図
版
８
〕
。
横
本
の
半
丁
で
あ
る
。
幸
い
に

版
『
節
用
集
』

も
版
心
の
部
分
が
残
り
、
「
節
用
集
上
出
四
」
と
読
む
こ
と
が
で
き

る
。
一
面
九
行
、
平
が
な
ル
ビ
、
行
書
体
、
部
門
名
陰
刻
、
横
本
と
い
う
諸
特
懲
を

も
と
に
、
山
田
忠
雄
氏
『
開
版
節
用
集
分
類
目
録
」
を
検
す
る
と
き
、
元
和
五
年
十

二
月
源
太
郎
刊
本
で
あ
る
こ
と
を
知
る
に
至
る
。
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蕊〔
図
版
８
〕
【
３
】
元
和
五
年
版
『
節
用
集
』
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【Ⅲ

〔
紙
片
寸
法
〕
瓢
・
５
×
羽
・
０
セ
ン
チ
。
〔
匡
郭
寸
法
〕
半
丁

【
５
】
寛
永
五
年
版

配
・
０
×
Ⅳ
・
１
セ
ン
チ
〔
図
版
９
〕
・
版
心
が
蚕
食
を
受
け
な

「
聖
徳
太
子
伝
暦
』

が
ら
も
、
「
太
子
上
三
十
三
」
と
残
る
と
こ
ろ
か
ら
、
寛
永

五
年
版
「
聖
徳
太
子
伝
暦
』
と
判
明
す
る
。
ま
た
、
反
古
の
う
ち
に
、
版
式
を
同
じ

く
す
る
も
の
と
し
て
、
【
肥
】
が
あ
る
。
〔
紙
片
寸
法
〕
証
・
５
×
瀦
・
５
セ
ン
チ
。

〔
匡
郭
寸
法
〕
半
丁
羽
・
２
×
Ⅳ
・
１
セ
ン
チ
〔
図
版
皿
〕
。
こ
ち
ら
は
版
心
を
判
読

で
き
な
い
が
、
内
容
に
よ
り
、
同
書
下
巻
第
二
十
一
丁
の
ウ
ラ
面
と
判
明
す
る
。
両

例
と
も
、
刷
り
が
い
わ
ゆ
る
ツ
カ
レ
を
み
せ
な
い
鮮
明
な
も
の
で
あ
り
、
子
持
枠
匡

郭
の
細
罫
ま
で
が
は
っ
き
り
と
刷
り
出
さ
れ
て
い
て
、
初
版
初
刷
に
ご
く
近
い
も
の

と
の
印
象
を
受
け
る
。

「
聖
徳
太
子
伝
暦
』
の
寛
永
五
年
版
を
称
す
る
も
の
と
し
て
、
管
見
に
入
っ
た
も

の
に
、
二
種
が
あ
る
。
版
元
を
板
木
屋
勝
兵
衛
と
す
る
も
の
と
、
野
田
庄
右
衛
門
と

す
る
も
の
と
で
あ
り
、
ど
ち
ら
が
初
版
か
に
つ
い
て
説
が
分
か
れ
、
少
し
く
吟
味
を

要
す
る
。
両
版
同
一
板
木
を
用
い
、
版
行
書
騨
の
箇
所
を
入
木
に
よ
っ
て
改
め
た
、

求
版
本
の
関
係
に
あ
る
。

〔
図
版
ｕ
〕
と
し
て
、
両
者
の
刊
記
の
丁
を
掲
出
し
て
み
た
。
板
木
の
欠
損
の
状

態
か
ら
し
て
、
一
見
板
木
屋
版
が
後
の
よ
う
に
見
え
る
。
が
、
詳
し
く
検
証
し
て
み

る
に
、
野
田
版
は
、
上
部
に
入
木
に
よ
る
補
修
の
加
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気

付
く
で
あ
ろ
う
。
巧
妙
に
継
い
で
は
あ
る
も
の
の
、
尾
題
の
冒
頭
「
聖
」
の
文
字
の

真
中
を
、
継
ぎ
目
が
横
切
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
こ
の
部
分
に
手
の
加
わ
っ
て
い

な
い
板
木
屋
版
が
前
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

従
っ
て
、
板
木
屋
版
は
野
田
版
に
先
行
す
る
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
版
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〔
図
版
ｕ
〕
寛
永
五
年
版

上
部
は
精
巧
な
補
刻
。

寛
永
五
年
版
「
聖
徳
太
子
伝
暦
』
二
種
野
田
版
の
終
り
三
行
の

霧
足
孟
Ｔ
一
江
挙
丁
八
回
同
《
同
〆
周
防
米
幽
壼

童
着
雛
悪
諾
套
蔵
篝

面
に
荒
れ
が
目
立
つ
点
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
加
え
て
、
終
行
の
書
騨
名
の

文
字
の
並
び
が
不
揃
い
で
あ
り
、
「
板
木
屋
勝
兵
」
の
五
文
字
が
、
や
は
り
入
木
で
は

な
い
か
と
も
見
え
、
こ
の
板
木
屋
版
の
も
と
に
な
っ
た
版
こ
そ
が
、
寛
永
五
年
版
「
聖

徳
太
子
伝
暦
」
の
原
版
で
あ
っ
た
、
と
考
え
る
べ
き
余
地
を
残
す
。
し
か
し
そ
の
版

の
完
本
は
、
い
ま
だ
探
索
の
網
に
か
か
る
こ
と
な
く
、
遺
憾
な
が
ら
「
衛
開
板
」
の

上
に
何
と
あ
っ
た
か
を
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

〔
紙
片
寸
法
〕
訓
・
３
×
岨
・
５
セ
ン
チ
。
〔
匡
郭
寸
法
〕
半

【
６
】
言
一
十
四
孝
」

丁
詔
・
０
×
Ⅳ
・
１
セ
ン
チ
。
こ
れ
が
「
二
十
四
孝
』
で
あ

る
こ
と
は
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
詳
し
く
い
え
ば
、
嵯
峨
本
と
さ
れ

る
絵
入
整
版
本
の
版
式
を
襲
っ
た
、
嵯
峨
本
系
と
呼
ば
れ
る
、
全
二
十
四
丁
本
の
一

群
が
あ
り
、
一
話
に
一
丁
を
当
て
、
各
丁
の
オ
モ
テ
面
の
、
上
部
三
分
の
一
ほ
ど
を

割
い
て
、
横
長
の
挿
絵
を
掲
げ
る
こ
と
で
諸
版
共
通
す
る
が
、
そ
の
第
二
十
一
丁
オ

モ
テ
面
で
あ
る
。

三
十
四
孝
」
は
こ
の
の
ち
、
明
暦
二
年
に
至
っ
て
、
一
話
を
半
丁
に
詰
め
こ
ん

だ
、
全
十
二
丁
本
に
版
式
が
改
ま
る
が
、
そ
れ
ま
で
に
嵯
峨
本
系
二
十
四
丁
本
は
、

十
指
に
余
る
版
種
を
数
え
る
。
し
か
し
そ
の
う
ち
刊
記
を
備
え
る
も
の
は
、
寛
永
九

年
版
、
正
保
三
年
版
の
二
種
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
諸
版
に
系
統
的
な
整
理
を
付

け
、
刊
行
年
次
の
前
後
の
定
め
る
こ
と
に
、
こ
の
寛
永
五
年
版
「
翻
訳
名
義
集
」
か

ら
出
現
し
た
反
古
が
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

本
誌
に
母
利
司
朗
氏
が
別
稿
を
用
意
し
た
の
で
、
就
か
れ
た
い
。
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〔
図
版
皿
〕
【
８
】
寛
永
五
年
版
「
和
玉
篇
」
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〔
紙
片
寸
法
〕
過
・
２
×
犯
・
５
セ
ン
チ
。
〔
匡
郭
寸
法
〕
半
丁
ｎ
．

【
８
】
寛
永
五
年

６
×
珀
・
４
セ
ン
チ
〔
図
版
吃
〕
。
版
心
に
破
損
が
及
ん
で
、
「
中

版
『
倭
玉
篇
」

八
十
二
」
と
読
め
る
だ
け
で
、
書
名
を
知
る
手
が
か
り
を
欠
く
も

の
の
、
『
倭
玉
篇
』
で
あ
る
こ
と
を
、
亀
井
孝
氏
の
示
教
を
蒙
っ
て
知
っ
た
。
書
名
が

分
か
れ
ば
、
こ
の
一
片
の
版
種
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
簡
単
で
あ
る
。
版
式
の
諸
特

懲
を
、
山
田
忠
雄
氏
「
本
邦
辞
書
史
概
説
附
表
」
に
照
合
す
る
と
き
、
寛
永
五
年
版

と
知
る
こ
と
が
で
き
、
亀
田
文
庫
に
同
版
四
点
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
刊
記
に

と
あ
る
版
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
版
行
書
騨
の
記
載
は
な
い
。
【
８
】
は
印
刷
面
に
鮮
明

さ
を
欠
い
て
い
る
が
、
イ
ン
ク
の
付
け
す
ぎ
が
原
因
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
刷

り
損
じ
と
し
て
破
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

亀
田
文
庫
の
四
点
は
、
同
一
板
木
を
使
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
摺
刷
時
を
異
に
す

る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
【
８
】
の
断
片
は
、
版
面
の
痛
み
の
少
な
い
上
刷
本
（
八
一

三
・
二
１
Ｗ
二
六
’
一
六
二
八
）
に
近
い
が
少
し
遅
れ
、
他
の
三
点
に
先
立
つ
も
の
、

と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
同
版
四
点
中
も
っ
と
も
後
の
刷
り
と
思
わ
れ
る

一
本
（
八
一
三
・
二
１
Ｗ
二
六
’
一
六
二
八
’
二
）
に
、
い
ま
だ
寛
永
五
年
の
刊
記

が
削
ら
れ
る
こ
と
な
く
残
る
と
こ
ろ
か
ら
、
寛
永
版
を
称
し
て
も
そ
れ
ほ
ど
不
審
と

さ
れ
な
い
時
期
の
刊
行
で
あ
り
、
四
点
と
も
に
、
刊
時
を
隔
て
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ

て
、
【
８
】
も
、
寛
永
五
年
に
そ
れ
ほ
ど
遅
れ
る
こ
と
の
な
い
時
点
で
の
摺
刷
で
あ
っ

岩
寛
永
五
暦
戊
辰
建
丑
月

吉
祥
日
刊
摺
之
畢
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た
、
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

〔
紙
片
寸
法
〕
犯
・
５
×
酪
・
０
セ
ン
チ
〔
図
版
過
〕
。
版
心
に

【
９
】
寛
永
三
年
版

「
諦
観
四
教
儀
三
」
と
あ
る
。
同
名
異
書
二
種
あ
る
「
天

「
天
台
四
教
儀
」

台
四
教
儀
』
の
う
ち
、
高
麗
の
僧
諦
観
の
撰
述
に
か
か
る
一
冊

本
の
方
で
あ
る
（
『
天
台
四
教
儀
」
を
称
す
る
も
の
に
二
種
が
あ
る
。
一
は
階
の
智
顎

述
の
別
名
「
大
部
四
教
儀
」
、
二
が
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
諦
観
注
で
あ
る
。
「
仏
書
解

〔図版13〕【9】寛永三年版『天台四教儀』

一
霊
一
壱
三
菫
一
二
一
壱
一
】
一
三
一
一
話
二
一
一
壱
三
三
三
一
》
一
一
三
一
三
一
三
一
三
一
三
壱
一
』
寺
一
三
二
霊
一
二
雪
一
言
一
語
二
一
》
三
一
三
｝
一
三
坐
一
室
三
】
一
毫
三
一
三
》
一
三
一
二
毫
三
一
言
一
三
三
毒
一
コ
一
一
一
三
菫
亜
二
一
二
二

一
一
宝
一
二
弐
三
言
ヨ
ニ
一
三
一
三
三
一
三
一
三
弐
一
二
一
三
一
三
一
三
評
三
一
三
弐
三
言
一
三
一
事
』
尋
二
一
一

口
卜
④
、
マ
㈲
“
一
口

一
一
一
一
一
一
一
坐
一
一
一
一
一
一
一
一
雪
一
一
一
一
』
一
一
］
一
一
一
一
】
一
一
一
一
一
一
▲
一
一
一
一
一
一
毒
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
再
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
｝
一
一
一
一
】
一
一
一
言
》
一

ｰ

ざ･声．､,．ﾑﾗ
、

甸

苧

一

豊
争
涌
蔚
晶
富
研
蕃
娚
，
金

蔓
塾
縛
蕊
零
塞

。
‐
Ｐ
。
子
“
・
口
■
ふ
し
‐
翠
。
・
ｑ
・

距
麺
何
表
“
擬
，
義

§
堵
き
り
皇
麗
藤
蕊

１
．
１
‐
Ｉ

侭、

生鯛
汽蝋

蕊

一
二
二
三
一
詞
二
三
三

四
頤
寺

少

巽
菫
雲
襄
襄
で
、
全
五
十
二
丁
、
原
装
と
思
わ
れ
る
栗
皮
色
無
地
の
表
紙
を

説
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
両
者
を
区
別
す
る
た
め
、
前
者
を
「
天
台
四
教
義
」
、
後
者

を
「
天
台
四
教
儀
」
と
、
終
り
の
一
字
を
書
き
分
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
、
と
い

う
）
。
半
丁
九
行
十
二
字
、
注
文
双
行
、
黒
口
魚
尾
、
無
辺
無
界
。
紙
片
の
寸
法
か
ら

し
て
、
袋
綴
に
仕
立
て
た
と
き
に
は
、
美
濃
判
大
本
を
一
ま
わ
り
越
え
る
大
形
本
で

あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
大
形
の
「
天
台
四
教
儀
」
は
従
来
知
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
な
か
っ
た
が
、
印
刷
面
も
そ
の
ま
ま
ぴ
た
り
と
一
致
さ
せ
る
一
本
が
出
現
し
、

1
4

存
す
る
が
、
題
策
を
欠
き
、
白
墨
で
「
四
教
儀
」
と
直
書
き
さ

れ
て
い
る
。
虫
損
の
な
い
完
本
。
刊
記
に
、

、
印
刷
面
も
そ
の
ま
ま
ぴ
た
り
と
一
致
さ
せ
る
一
本
が
出
現
し

五
季
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
。
泥
・
２
×
虹
・
１
セ
ン
チ
の
寸
法

と
あ
っ
て
、
や
や
意
味
を
通
じ
に
く
い
。

新
出
の
こ
の
「
天
台
四
教
儀
」
は
、
売
立
目
録
に
古
活
字
版

と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。
添
え
ら
れ
た
巻
頭
半
丁
の
写
真
も
、
古

活
字
版
の
風
趣
を
横
溢
さ
せ
て
い
る
。
刊
記
も
こ
の
印
象
を
裏

付
け
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
法
華
伝
記
」
（
寛
永
三
年

極
月
刊
）
、
「
百
噛
経
」
（
同
年
同
月
刊
）
と
書
式
を
同
じ
く
し
、

い
わ
ゆ
る
本
能
寺
古
活
字
版
の
刊
記
の
様
式
を
順
守
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
現
物
を
実
見
す
る
に
及
ん
で
、
こ
の
寛
永
三
年
本

寛
永
三
丙
寅
極
月
吉
日
此
諦
観
四
教

洛
陽
紗
本
能
寺
開
板
露
閑
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畠
冨
ｌ
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Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
此
鰹
中
云
狩
錘
日
出
先
照
岳
均

晶
ユ
坊

〔
図
版
Ｍ
〕
五
季
文
庫
「
天
台
四
教
儀
」
２
ウ
・
３
オ
見

開
き
両
面
の
字
体
が
異
る
。
左
の
面
が
甲
種
。

七錠初約浦的鎮

部 擬鎚灸鎚修

募塁篝瀦§
云鳥
狩須

錘約裁使未拭｜
日欽鈴成鬼宮
出名期垂銑須
先公烏尭穆攻
照描等
岳換柔
増銘烏
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能
寺
露
閑
開
版
「
天
台
四
教
儀
」
が
、
や
っ
か
い
な
し
ろ
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
る
。
ま
ず
版
式
が
二
種
よ
り
成
る
こ
と
を
知
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
全
五
十

二
丁
を
通
じ
て
、
九
行
十
二
字
を
固
守
す
る
も
の
の
、
字
体
を
違
え
る
丁
を
時
お
り

交
え
る
。
こ
れ
を
、
い
ま
仮
り
に
、
甲
種
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
甲
種
の
字
体
は
、

良
く
い
え
ば
お
お
ら
か
で
古
雅
、
悪
く
い
え
ば
稚
拙
で
ま
と
ま
り
が
な
く
、
活
字
と

認
め
る
の
が
蹟
曙
さ
れ
る
。
加
え
て
、
科
注
と
科
注
、
あ
る
い
は
科
注
と
本
文
と
を

結
ぶ
系
線
が
、
甲
種
の
丁
に
お
い
て
は
、
文
字
の
内
へ
入
り
込
む
こ
と
が
あ
る
。

〔
図
版
Ｍ
〕
に
よ
っ
て
示
し
た
見
開
き
二
面
の
う
ち
、
左
側
の
半
面
、
す
な
わ
ち

第
三
丁
オ
モ
テ
が
甲
種
で
あ
る
が
、
下
段
本
文
の
、
三
、
六
、
八
、
九
行
目
冒
頭
の
、

「
法
」
「
答
」
「
第
」
「
次
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
系
線
の
入
り
込
み
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ

ら
の
文
字
が
活
字
で
あ
る
な
ら
、
系
線
が
こ
の
よ
う
に
入
り
込
め
る
は
ず
が
な
い
。

甲
種
が
整
版
、
も
う
一
種
、
つ
ま
り
乙
種
が
古
活
字
版
で
あ
れ
ば
、
乱
れ
版
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
ど
う
や
ら
乙
種
も
古
活
字
で
は
な
い
。
古
活
字
版

か
否
か
を
定
め
る
最
も
一
般
的
な
方
法
は
、
印
刷
面
を
に
ら
み
つ
け
、
印
象
に
よ
っ

て
判
断
す
る
も
の
。
こ
れ
は
、
し
か
し
、
客
観
性
、
説
得
力
に
欠
く
う
ら
み
が
あ
る
。

他
に
、
植
字
盤
の
反
復
使
用
に
着
目
し
て
み
る
の
も
一
法
で
あ
る
。

古
活
字
印
刷
で
は
、
摺
刷
の
済
ん
だ
丁
は
、
た
だ
ち
に
解
版
さ
れ
る
。
活
字
を
以

後
の
丁
の
版
組
み
に
供
す
る
た
め
で
あ
る
。
解
版
に
よ
っ
て
空
い
た
植
字
盤
も
、
当

然
の
こ
と
再
利
用
さ
れ
る
。
植
字
盤
は
一
台
の
こ
と
も
あ
る
が
、
複
数
台
の
反
復
が

む
し
ろ
多
く
、
と
き
と
し
て
、
台
数
が
七
台
に
及
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
植
字
盤
の
種
類

は
、
版
心
を
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
判
明
す
る
。
同
じ
植
字
盤
を
使
う
と
、
魚
尾
、

柱
題
等
の
形
状
や
大
き
さ
が
、
寸
毫
の
違
い
な
く
一
致
す
る
。
活
字
を
解
い
た
後
も
、
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〔
図
版
過
〕
寛
永
三
年
版
「
天
台
四
教
儀
」
の
柱
刻
一
見
古
垂

同
じ
も
の
の
見
当
ら
な
い
の
が
古
活
字
版
で
は
な
い
証
拠
。

閑
驚
曾
各
謬
ｌ
１
ｉ
ｌ
１
１
１
‐
上
‐
嵐
Ｉ
凧
！
！

Ｏ
Ｆ
ｌ
ｂ
Ｉ
９
■
０
↓
０
吋
も
〃
ｇ
Ｕ
９
Ｂ
６

６
口
、

閲
塞
砿
豊
喬
鍾
二
Ｍ
：

０
名
■
Ｑ
Ｏ
４
ｒ
‐
ｑ
、

閑
塗
暑
蓋
ｒ
‐
！
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
昨
Ｉ
三
幽
Ｉ
‐
‐
‐
ｉ

ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ

－
顔
術
…
鼠
：
１
１
１
１
１
１
倉
圏
！
Ｉ
：

ｐ
ｆ
Ｂ
■
１
．
０
‐
’
０
．
０
ｑ
谷
■
ひ
、
ｂ
８
８
ｙ
４

願
喜
養
Ｉ
１
１
１
ｒ
１
１
垂
函
！
Ｉ
！
‐

顔
驚
画
義
六
遡

脚
誇
響
欽
侭
津
Ｉ
Ｉ
Ｉ
峠
ｉ
学
園
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
’

肉
蔦
画
蓋
八
漣

凝
麗
画
燕
銭

麺

賦
一
見
古
活
字
風
だ
が
、

版
心
の
部
分
だ
け
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
、
次
の
使
用
に
備
え
た
が
ゆ
え
で
あ
る

声
っ
。

と
こ
ろ
で
、
寛
永
三
年
本
能
寺
版
「
天
台
四
教
儀
」
の
乙
種
の
丁
に
お
い
て
、
版

心
上
下
魚
尾
の
間
隔
は
、
小
は
十
二
・
七
セ
ン
チ
か
ら
、
大
は
十
四
・
九
セ
ン
チ
に

至
り
、
し
か
も
そ
の
寸
法
は
ば
ら
ば
ら
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
版
心
の
形
状
を
、
上

下
の
花
口
魚
尾
の
模
様
を
取
り
上
げ
て
比
べ
て
み
る
と
き
、
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の

が
存
在
し
な
い
。
こ
れ
を
古
活
字
版
と
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

活
字
印
刷
な
ら
ば
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
系
線
の
文
字
中
へ
の
間
入
を
、
甲
種
ほ
ど

顕
著
に
で
は
な
い
が
、
や
は
り
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
『
天
台
四
教
儀
」
は
、
つ
ま
り
、
古
版
本
（
す
な
わ
ち
甲
種
）
と
、
古
活
字

版
を
版
下
に
使
っ
て
の
覆
刻
（
す
な
わ
ち
乙
種
）
、
と
の
二
種
の
丁
の
混
成
で
あ
り
、

「
翻
訳
名
義
集
」
か
ら
出
た
【
９
】
が
一
致
す
る
第
三
丁
は
、
甲
種
す
な
わ
ち
古
版

本
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
寛
永
三
年
以
前
の
版
の
一
片
か
と
想
定
し
て

み
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
が
、
文
字
や
系
線
に
見
ら
れ
る
欠
損
が
ほ
と
ん
ど
同
程
度
で

あ
っ
て
、
摺
刷
時
の
相
違
を
感
じ
さ
せ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
【
９
】
は
や
は
り
寛
永
三

年
版
を
そ
の
出
所
と
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
本
能
寺
版
「
天
台
四
教
儀
』
に
つ
い
て
、
古
活
字
版
か
否
か
に
拘
泥
し
す

ぎ
た
き
ら
い
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
売
立
目
録
に
異
を
唱
え
ん
が
た
め
で
は
な
い
。
平

等
心
王
院
旧
蔵
「
翻
訳
名
義
集
』
の
摺
刷
時
確
定
に
関
わ
り
を
持
つ
か
ら
、
な
の
で

あ
る
。
し
か
し
そ
の
点
に
関
し
て
は
、
も
う
少
し
先
に
進
ん
で
か
ら
述
べ
る
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
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〔
図
版
妬
〕
【
ｕ
】
古
活
字
版
「
間
の
本
』
柱
刻
に
「
中
二
十
八
」
と
あ

り
、
三
冊
本
。 濁

ハミ鐘

１
〔
”
宅
更
‐
〃
し
０
７
蛤
『
Ｊ
風
Ｕ

Ｉ
・
■
Ｉ
△
ｂ
・
守

健
姑
．
§
た
え
の

函
‐
』
一
夕

〃
？
ゞ
、
，
八
三
Ｊ
奇
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１
６
仙

皿
脱
Ｉ
１
１
１
０
１

１
５
Ⅲ

１
１
８
１

Ｍ
川
部

叩
４
０
伽

■
口
廿
Ⅱ

ｂ
凸
■
凸
■
■
９

口
６
０
６

１
３
肌

４
１
１
１
４
↑

則
０
０
Ⅱ

卿
服

１
２
川

靴
。
▲
川

１
１

４
１
４

１
９
○
剛

〔
紙
片
寸
法
〕
迦
・
９
×
訓
・
０
セ
ン
チ
。
〔
字
高
〕
咽
・
０
セ
ン

【
ｕ
】
古
活
字
版

チ
〔
図
版
恥
〕
。
『
間
の
本
」
の
古
活
字
版
で
あ
る
。
こ
の
一
片
に

「
間
の
本
』
ほ
か

つ
い
て
、
小
林
健
二
氏
「
古
版
本
の
「
間
の
本
匡
（
「
芸
能
史
研
究
」

虹
号
昭
帥
・
皿
）
に
論
及
が
あ
る
。
そ
の
要
旨
を
、
諸
本
間
の
釣
り
書
き
を
転
載

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
代
弁
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
い
。
次
ペ
ー
ジ
に
引
用
し
た
の
が

そ
れ
で
あ
る
が
、
『
間
の
本
」
の
古
版
本
と
し
て
、
古
活
字
版
四
種
、
整
版
四
種
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
う
ち
、
「
反
古
紙
乙
」
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
が
、
こ
の
一

片
で
あ
り
、
国
会
図
書
館
新
収
の
零
本
（
Ｗ
Ａ
七
’
二
○
三
）
と
同
版
。
国
会
本
は

上
巻
の
み
の
端
本
で
あ
っ
た
が
、
【
、
】
は
掲
出
の
図
版
に
明
ら
か
な
ご
と
く
、
版
心

に
「
中
二
十
八
」
と
あ
っ
て
、
中
巻
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
に
つ

い
て
は
小
林
論
文
に
就
い
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
、
い
ま
こ
こ
で
は
、
「
翻
訳
名
義

集
」
の
表
紙
裏
か
ら
出
現
し
た
こ
の
一
片
と
同
版
の
国
会
本
が
、
「
安
田
本
」
な
る
古

活
字
版
を
介
し
て
、
「
寛
永
九
年
壬
申
六
月
中
野
市
右
衛
門
刊
行
」
と
い
う
刊
記
を

持
つ
版
の
祖
本
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
の
み
に
、
注
目
し
て
お
く
に
止
め
た
い
。

こ
れ
と
別
に
【
皿
】
〔
紙
片
寸
法
〕
２
．
３
×
訓
・
５
セ
ン
チ
〔
図
版
Ⅳ
〕
も
平
が

な
古
活
字
版
で
あ
っ
た
。
巻
五
の
前
表
紙
の
、
裏
打
ち
が
少
し
足
り
な
く
な
っ
た
部

分
に
、
継
ぎ
足
す
よ
う
に
し
て
貼
っ
て
あ
っ
た
も
の
で
、
も
と
の
版
の
一
丁
の
下
端
、

か
ろ
う
じ
て
最
下
段
の
文
字
一
段
分
が
、
横
一
列
に
並
ぶ
だ
け
の
、
横
長
の
紙
片
で

あ
っ
た
。
表
紙
の
は
し
、
つ
ま
り
折
り
か
え
し
に
か
か
る
箇
所
に
当
り
、
破
損
を
蒙

る
こ
と
甚
し
く
、
完
全
な
姿
で
は
が
す
こ
と
が
叶
わ
ず
、
い
く
つ
か
の
断
片
に
分
か

れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
半
丁
の
行
数
も
定
か
で
な
く
、
も
と
よ
り
書
名
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
か
ろ
う
じ
て
【
、
】
の
「
間
の
本
』
と
活
字
の
種
類
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〔
図
版
Ⅳ
〕
【
胆
】
古
活
字
版
断
片
原
形
は
こ
の
二
枚
が
左
右
に
続
い
て
横
長

で
あ
っ
た
。
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も
行
間
の
寸
法
も
異
な
る
こ
と
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
「
翻
訳
名
義
集
」
は
、
表
紙
裏
に
古
活
字
版
を
二
種
蔵
し
て
い
た
。
そ
の
こ

と
か
ら
も
、
そ
れ
ほ
ど
後
の
時
期
の
梓
行
で
な
い
こ
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

〔
紙
片
寸
法
〕
躯
・
２
×
弧
・
５
セ
ン
チ
。
〔
匡
郭
寸
法
〕
珊
・
８
×
？

【
過
】
「
謡
抄
』

セ
ン
チ
〔
図
版
蛆
〕
。
次
に
掲
げ
る
三
葉
も
同
版
で
あ
っ
た
。

【
Ⅳ
】
〔
紙
片
寸
法
〕
翠
・
７
×
瓢
・
６
セ
ン
チ
。
〔
匡
郭
寸
法
〕
半
丁
蛎
・
８
×

吃
・
１
セ
ン
チ
〔
図
版
過
〕
。

【
別
】
〔
紙
片
寸
法
〕
羽
・
０
×
犯
・
５
セ
ン
チ
。
〔
匡
郭
寸
法
〕
半
丁
Ⅳ
・
０
×

哩
・
１
セ
ン
チ
〔
図
版
別
〕
。

【
皿
】
〔
紙
片
寸
法
〕
犯
・
３
×
証
・
０
セ
ン
チ
。
〔
匡
郭
寸
法
〕
半
丁
蛸
・
８
×

廻
・
１
セ
ン
チ
〔
図
版
皿
〕
。

整
器
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－

〔
図
版
肥
〕
【
過
】
『
謡
抄
』
刷
り
や
れ
か
、
部
分
的
な
試
し
刷
り
か
。

鰯
塞；
が鴬

今

戦
等

冊

側
，＋Y

W1
h

・
§
必
需
墓
筬
賑

■

■
ｇ“
二
Ｆ
■

霊

磨 ！

驚饗 ＄

し』
ー

八
か
蝿

醗
》
》
ｒ

凸

．
．
《
・
》
」
《

最
￥
．
，
幹

§八
』

、
承
４

』
■
、

う
、
《
榊

や
．
・
弾
漂

一
●
○
・
“
■

Ｃ
ａ

蝿

一
戸
ｐ

ト
グ
“
碗

Ｏ
Ｌ
、
〆
●

『
豚
今
ｆ

べ
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Ⅱ
、
Ｕ
Ⅱｌ
Ⅱ
Ｇ
Ｉ
Ⅱ

１
１
１
１
１
ｌ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
０
９
曲

柱
刻
が
【
Ⅳ
〕
に
「
清
経
四
」
、
【
別
〕
に
「
鞍
馬
天
狗
十
」
、
【
皿
】
に
「
難

波
十
こ
と
あ
り
、
整
版
中
本
の
『
謡
抄
』
で
あ
る
。
そ
の
初
印
本
は
寛
永
年

中
の
刊
行
と
さ
れ
る
が
、
刊
記
を
欠
く
。
全
百
番
を
十
冊
に
分
か
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
版

心
に
曲
名
を
記
し
、
曲
ご
と
の
丁
付
を
持
つ
。
〔
胸
〕
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
刷

り
損
じ
で
あ
っ
て
、
柱
刻
の
部
分
が
な
い
が
、
「
難
波
六
」
と
あ
っ
た
は
ず
と
、

残
っ
た
数
行
の
本
文
か
ら
し
て
、
考
え
ら
れ
る
。

『
謡
抄
』
は
古
活
字
版
に
五
種
、
整
版
に
二
種
あ
る
が
、
こ
こ
に
出
現
し
た
と
同

じ
中
本
の
整
版
が
、
表
紙
や
冊
数
を
変
え
な
が
ら
、
同
一
板
木
を
使
っ
て
、
重
版
求

版
さ
れ
て
永
く
流
布
し
、
享
保
ご
ろ
に
ま
で
及
ん
だ
と
い
う
（
伊
藤
正
義
氏
「
謡
抄

考
」
「
文
学
」
昭
駆
．
ｕ
～
昭
卵
・
１
）
。
こ
れ
ら
四
葉
は
、
い
ず
れ
も
版
面
の
損
傷

の
跡
を
う
か
が
わ
せ
る
こ
と
も
な
く
、
限
り
な
く
初
印
本
に
近
い
、
と
の
印
象
を
与

え
ず
に
お
か
な
い
。
と
く
に
【
別
】
と
【
皿
】
の
二
葉
に
加
え
ら
れ
て
い
る
朱
筆
は
、

あ
る
い
は
校
正
刷
り
で
あ
っ
た
か
、
と
の
感
を
懐
か
せ
る
も
の
。

朱
筆
は
【
別
】
に
二
箇
所
、
す
な
わ
ち
十
一
行
目
行
頭
「
狗
」
の
字
の
偏
の
下
部

の
綾
ね
る
部
分
、
お
よ
び
、
十
七
行
目
の
シ
テ
の
合
字
の
、
片
か
な
の
メ
に
似
た
文

字
の
、
左
上
か
ら
右
下
に
下
し
た
筆
が
、
下
ま
で
突
き
ぬ
け
て
い
る
部
分
に
加
え
ら

れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
上
部
欄
外
に
も
、
訂
さ
る
べ
き
正
し
い
筆
画
が
、
朱
筆
で
書

き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
【
皿
】
で
は
、
四
行
目
「
平
」
と
い
う
漢
字
の
振
り
が

な
が
「
タ
イ
ラ
ナ
」
と
見
え
、
そ
の
「
ナ
」
が
「
力
」
に
な
る
よ
う
に
朱
で
一
画
が

加
え
ら
れ
、
上
部
欄
外
に
も
、
「
力
」
と
朱
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
一
丁
で

は
、
右
側
ノ
ド
の
余
白
に
「
ス
む
」
あ
る
い
は
「
大
む
」
と
読
め
る
朱
書
が
あ
る
。

印
刷
面
へ
の
加
筆
は
朱
が
酸
化
し
て
銀
色
を
呈
し
て
い
る
の
に
比
べ
て
、
「
ス
む
」
の

46



〔
図
版
四
〕
【
Ⅳ
】
『
謡
抄
」
右
端
に
見
え
る
の
は
、
別
の
丁
の
匡
郭
か
。

鐘
纈
認
織
議

零
他
御
閻
垂

畠
乱
；
国
産

剛W:;駕剛剛|淵蝋糊駕淵|鯛鯛剛剛:剛蹴捌鯛柵剛猟臘

二
字
は
鮮
や
か
な
朱
色
を
残
し
、
両
者
別
の
時
点
あ
る
い
は
別
人
に
よ
る
こ
と
を
示

し
、
一
方
が
印
刷
面
を
、
他
方
が
版
面
を
検
し
て
の
も
の
で
あ
っ
て
、
「
ス
む
」
と

は
、
校
了
ｌ
校
正
刷
り
に
加
え
た
朱
に
従
っ
て
板
木
に
修
正
を
加
え
た
こ
と
の
確

認
ｌ
を
意
味
し
て
い
る
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
「
平
」
の
振
り
が
な
は
、
伝
存
の
同
一
版
木
に
よ
る
諸
本
に
当
っ
て
み

る
と
き
、
朱
に
よ
る
指
示
の
ご
と
く
「
力
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
が
、
周
囲
に

入
木
の
施
さ
れ
た
痕
跡
を
見
出
さ
な
い
。
誤
刻
で
は
な
く
、
イ
ン
ク
の
の
り
が
不
充

分
で
「
ナ
」
に
見
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
狗
」
と
「
シ
テ
」
の
合
字
と
は
、

朱
の
指
示
に
従
っ
て
、
文
字
が
訂
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
こ
れ
ら
の
紙
片
が

試
し
刷
り
ｌ
お
そ
ら
く
初
印
本
の
校
正
刷
り
ｌ
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
物
語

ブ
ー
》
。

〔
紙
片
寸
法
〕
訓
・
５
×
瀦
・
５
セ
ン
チ
。
〔
匡
郭
寸
法
〕
半
丁
加
・

【
四
】
「
医
方

７
×
蛎
・
０
セ
ン
チ
〔
図
版
配
〕
。
版
心
を
越
え
て
二
行
ほ
ど
残
っ
て

大
成
論
」

い
た
の
で
、
柱
刻
を
「
医
方
大
成
三
」
と
読
み
と
る
こ
と
が
で

き
、
「
医
方
大
成
論
」
の
和
刻
本
と
分
か
る
。
「
医
方
大
成
論
」
は
医
家
必
読
の
書
、

江
戸
時
代
を
通
じ
、
刊
本
だ
け
で
二
十
種
を
越
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
一
葉
の
同
版
を
、
刈
谷
図
書
館
蔵
本
の
う
ち
に
見
出
す
こ
と
が
で

き
た
。
刈
谷
本
（
三
五
七
三
’
六
’
一
五
）
は
全
六
十
二
丁
、
各
半
丁
九
行
十
八
字

で
、
刊
記
を
欠
く
。
こ
れ
は
「
慶
長
壬
子
仲
秋
日
舩
雲
州
塩
氏
平
宣
政
開
版
」
と
あ

る
古
活
字
版
を
底
本
に
、
刊
記
を
除
き
、
句
読
点
、
送
り
が
な
を
新
た
に
加
え
て
の

覆
刻
整
版
。
た
だ
し
刈
谷
本
は
寛
文
ご
ろ
と
認
め
ら
れ
る
後
刷
り
で
あ
っ
て
、
刊
記

の
あ
る
べ
き
あ
た
り
に
、
藻
え
残
り
と
も
み
え
る
刷
り
む
ら
を
存
し
、
あ
る
い
は
刊
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〔
図
版
釦
〕
【
釦
】
『
謡
抄
』
加
行
目
・
叫
行
目
上
欄
余
白
の
文
字
は
朱
。

６
ム
ー
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〔
図
版
型
〕
【
皿
】
同
上
４
行
目
上
欄
に
「
力
」
、
右
ノ
ド
に
「
ス
む
」
（
？
）

と
朱
書
あ
り
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記
の
あ
る
の
が
原
態
か
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ま
だ
そ
の
版
に
出
合
っ
て
い
な
い
。

表
紙
裏
か
ら
出
た
反
古
の
う
ち
、
版
刷
の
も
の
に
つ
い
て
く
だ
く
だ
し
く
説
明
し

て
き
た
が
、
け
つ
き
よ
く
、
全
二
十
三
枚
の
う
ち
に
、
そ
れ
が
十
一
種
十
五
枚
あ
っ

〔図版22〕【19】「医方大成論」

三㈹三

『
翻
訳
名
義
集
」
仕
立
て
の
時
期

毒蕊
｜
》
一
》
一
一
一
》
一
一
一
奉
一

ロ

の

一
一
】
一
一

【
９
】
天
台
四
教
儀
寛
永
三
年
露
閑

一
一
言
二
一
坐
二
ｍ
一
実
一
》
一
一
一
二
一
】
一
二
一
三
二
三
一
室
菫
一
莞
二
一
室
二
一
睾
一
三
三
一
転
二
一
二
一
一
一
二
二
一
二
二
一
坐
二
《
一
二
一
一
二
二
一
壼
二
一
》
一
二
一
一
三
一
言
三
一
当
二
一
二
言
一
一
言
一
禿
一
一
垂
二
一
琴
二
一
雲
二
一
圭
爵
一
二
霊
一
二
彗
一
言
二
一
】
一
言
一
三
二
一
二
二
一
三
一
塞
二
一
二
二
一

一
一
評
一
三
弐
三
一
三
一
三
一
三
一
三
一
三
一
三
一
三
函
三
一
三
一
三
一
三
一
一
三
三
弐
三
一
垂
一
二
一
三
一
諄
一
認
一
三
《
三
一
二
一
三
一
二
一
評
三
一
三
ユ
三
三
一
三
三
言
三
一
三
一
三
言
評
至
言
一
三
一
垂
一
手
一
言
弐
一

③
“
一
○

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
中
で
、
刊
年
あ
る
い
は
刊
行
書
騨
の
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の

は
、
次
の
四
点
で
あ
っ
た
。

【
３
】
節
用
集
元
和
五
年
源
太
郎

【
５
】
聖
徳
太
子
伝
暦
寛
永
五
年
、
川
Ⅱ
雷

【
８
】
倭
玉
篇
寛
永
五
年

刊
記
を
知
る
こ
と
の
で
き
た
も
の
が
、
こ
の
よ
う
に
数
少
な
い

の
は
、
筆
者
の
力
不
足
に
よ
る
こ
と
、
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

同
時
に
ま
た
、
「
寛
永
ご
ろ
の
整
版
本
の
特
懲
と
し
て
は
、
初
印

の
と
き
に
無
刊
記
の
も
の
が
多
」
（
長
沢
規
矩
也
氏
『
古
書
の
は

な
し
』
昭
凱
冨
山
房
剛
ペ
ー
ジ
）
い
と
い
う
、
こ
の
時
期

の
刊
本
の
通
弊
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
数
少
な
い
例
の

う
ち
か
ら
も
、
い
ま
目
的
に
し
て
き
た
「
翻
訳
名
義
集
』
刊
行

の
い
き
さ
つ
を
知
る
た
め
の
手
が
か
り
を
、
つ
か
ま
え
ら
れ
る

も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
刊
行
書
騨
に
つ
い
て
。
元
和
五
年
版
『
節
用
集
』

の
版
元
で
あ
る
源
太
郎
は
、
そ
の
姓
が
も
し
黒
沢
で
あ
っ
た
な

ら
、
寛
永
七
年
刊
の
謡
本
に

三
条
誓
願
寺
前
黒
沢
源
太
郎
開
板
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と
刻
す
者
と
同
一
人
物
に
ち
が
い
な
く
、
京
都
の
書
騨
で
あ
る
。
も
う
一
人
、
『
聖
徳

太
子
伝
暦
』
の
初
版
を
刊
行
し
た
「
衛
開
板
」
と
し
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
で
き

な
か
っ
た
人
物
も
、
京
都
在
住
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
版
を
求
版
し
た
板
木
屋
勝
兵

衛
の
住
い
が
、
京
寺
町
通
二
条
下
ル
妙
満
寺
だ
っ
た
か
ら
、
で
あ
る
。
遠
く
国
を
隔

て
て
の
板
木
の
移
動
を
、
そ
の
例
皆
無
と
し
な
い
も
の
の
、
想
像
し
に
く
い
と
こ
ろ

か
ら
で
あ
る
。
因
み
に
、
板
木
屋
版
を
求
版
し
た
野
田
庄
右
衛
門
こ
と
吉
文
字
屋
の

所
在
は
、
京
烏
丸
下
立
売
下
ル
で
あ
っ
た
。

加
う
る
に
「
天
台
四
教
儀
』
の
本
能
寺
内
露
閑
を
も
っ
て
す
る
と
き
、
こ
れ
ら
の

人
々
は
、
二
条
通
り
を
中
心
に
「
本
屋
が
多
く
集
ま
っ
て
き
て
京
都
に
お
け
る
最
初

の
書
騨
街
と
な
っ
た
」
（
脇
村
義
太
郎
氏
『
東
西
書
騨
街
考
」
昭
弘
岩
波
書
店
６

ペ
ー
ジ
）
街
区
の
う
ち
に
、
居
を
構
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
の
書
騨
が
刊

行
し
た
書
物
の
刷
り
損
じ
を
表
紙
裏
に
留
め
る
「
翻
訳
名
義
集
』
は
、
当
然
の
こ
と

と
し
て
、
京
版
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
摺
刷
時
に
つ
い
て
。
刊
年
の
明
ら
か
な
も
の
に
、
元
和
五
、
寛
永
三
、
寛
永

五
年
版
等
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
い
ず
れ
も
整
版
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
ら
有
刊
記
本
が

古
活
字
版
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
「
翻
訳
名
義
集
』
の
摺
刷
時
を
決
め
る
の
は
簡

単
で
あ
る
。
古
活
字
版
は
、
す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
、
印
刷
と
解
版
が
雁
行
す
る
の

で
、
再
版
が
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
刊
記
は
疑
い
な
く
摺
刷
時
を
現
わ
し
、
版
種
の

ち
が
い
は
、
そ
の
ま
ま
刊
年
の
ち
が
い
で
も
あ
る
。
こ
の
特
性
を
利
用
す
る
の
で
あ

る
。
表
紙
裏
と
本
体
と
が
、
と
も
に
古
活
字
版
で
あ
る
場
合
、
両
者
の
刊
年
の
へ
だ

た
り
は
、
三
、
四
年
以
内
に
限
ら
れ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
大
東
急

記
念
文
庫
蔵
の
古
活
字
版
『
伊
勢
物
語
聞
書
（
肖
聞
抄
）
」
の
表
紙
裏
か
ら
出
た
反
古

な
ど
、
例
と
し
て
適
当
で
あ
ろ
う
。
慶
長
十
四
年
の
刊
語
を
持
つ
嵯
峨
本
第
二
種
（
ロ
）

で
あ
る
が
、
上
巻
の
表
紙
に
、
同
版
の
反
古
一
葉
と
、
慶
長
十
年
下
村
生
蔵
刊
古
活

字
版
『
元
亨
釈
書
」
の
反
古
一
葉
と
が
使
わ
れ
て
い
る
二
大
東
急
記
念
文
庫
貴
重
書

解
題
第
三
巻
国
書
之
部
」
調
ペ
ー
ジ
）
。
も
し
寛
永
三
年
の
刊
記
を
持
つ
本
能
寺

版
『
天
台
四
教
儀
』
が
、
疑
い
も
な
く
古
活
字
版
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
い
ま
問
題
の

「
翻
訳
名
義
集
」
は
、
そ
の
刊
記
の
寛
永
五
年
以
後
、
そ
し
て
同
六
、
七
年
ご
ろ
ま

で
の
間
の
摺
刷
、
と
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

整
版
で
は
、
そ
れ
が
む
ず
か
し
い
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
需
要
の
あ
る
か
ぎ

り
、
そ
し
て
板
木
が
使
用
に
耐
え
る
か
ぎ
り
、
刊
記
を
そ
の
ま
ま
に
刷
り
続
け
ら
れ

る
か
ら
、
で
あ
る
。

た
だ
幸
い
な
こ
と
に
、
書
付
け
の
反
古
の
う
ち
か
ら
、
「
ミ
」
「
む
ま
」
と
い
う
年

時
を
限
定
す
る
記
事
の
出
現
し
た
こ
と
、
「
ミ
」
「
む
ま
」
が
寛
永
六
、
七
年
、
同
十

八
、
十
九
年
、
慶
安
二
、
三
年
に
当
る
こ
と
等
を
、
は
じ
め
に
述
べ
た
。
そ
し
て
「
ミ
」

「
む
ま
」
を
こ
の
三
つ
の
ど
れ
に
当
て
る
べ
き
か
を
、
版
刷
の
反
古
そ
れ
ぞ
れ
の
検

討
を
経
て
決
す
べ
く
、
保
留
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
結
論
を
先
に
言

え
ば
、
「
ミ
」
「
む
ま
」
は
寛
永
六
、
七
年
を
も
っ
て
当
て
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
理
由

の
第
一
は
、
刊
記
を
寛
永
十
年
以
後
と
す
る
版
本
の
反
古
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
第

二
に
、
反
古
の
う
ち
に
古
活
字
版
を
二
種
交
え
る
こ
と
、
と
く
に
【
ｕ
】
の
「
間
の

本
」
は
、
寛
永
九
年
に
は
整
版
の
刊
行
を
み
て
い
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
「
翻
訳
名
義

集
」
の
印
刷
面
に
う
か
が
わ
れ
る
板
木
の
磨
滅
が
、
そ
れ
ほ
ど
に
は
進
行
し
て
な
い

こ
と
と
、
表
紙
が
芯
紙
に
よ
る
裏
打
ち
で
は
な
く
、
反
古
紙
に
よ
る
重
ね
張
り
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
も
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

50



版
刷
の
反
古
十
一
種
十
五
枚
に
つ
い
て
、
同
版
を
探
索
す
る
作
業
の
過
程
に
あ
っ

て
、
そ
れ
に
到
達
で
き
な
い
も
の
が
何
種
か
あ
っ
た
。
努
力
の
不
足
に
よ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
同
時
に
、
先
学
に
よ
る
探
求
の
網
の
目
に
捕
え
ら
れ
な
か
っ

た
、
未
発
見
の
も
の
の
含
ま
れ
て
い
る
の
も
、
ま
た
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。
国
文
学

の
分
野
に
範
囲
を
限
っ
て
み
て
も
、
た
と
え
ば
、
小
林
健
二
氏
が
検
討
を
加
え
て
く

だ
さ
っ
た
「
間
の
本
」
な
ど
、
興
味
あ
る
資
料
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
も
う
一
つ
【
１
】

の
「
毘
沙
門
之
本
地
』
を
取
り
上
げ
て
み
る
〔
図
版
羽
〕
。

ま
ず
、
全
文
を
翻
刻
に
よ
っ
て
示
し
て
み
よ
う
。

「
ミ
」
「
む
ま
」
の
表
記
の
あ
っ
た
「
本
か
け
分
」
の
書
付
は
、
花
押
の
す
わ
る
と

こ
ろ
か
ら
し
て
、
正
式
の
請
求
書
で
あ
る
。
正
式
の
商
用
文
書
が
保
存
の
要
を
失
い
、

一
片
の
反
古
の
扱
い
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
時
点
、
そ
れ
が
こ
の
『
翻
訳
名
義
集
」

摺
刷
の
時
期
で
あ
る
。
請
求
書
は
、
支
払
い
が
済
め
ば
、
す
ぐ
に
不
要
と
な
る
。
も

し
保
存
さ
れ
る
と
し
て
も
、
半
年
ご
と
の
次
の
決
算
期
ま
で
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る

と
、
寛
永
八
、
九
年
こ
ろ
を
、
一
応
の
目
安
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ら
い
を
く
わ
し
く
た
つ
ぬ
る
に
天
ち
く
の
か
た

は
ら
に
く
る
こ
く
と
申
せ
し
こ
ぐ
と
あ
り
大
き

ひ
し
や
も
ん
の
ほ
ん
ち
一
た
ん
め

●
●
●
●
●
●
●

さ
て
も
そ
の
動
ち
〔
ナ
シ
〕
ひ
し
や
も
ん
て
ん
わ
う
の
ゆ

新
出
資
料
「
毘
沙
門
之
本
地
」

け
ら
く
と
申
と
も
こ
れ
に
は
い
か
て
ま
さ
る
へ
き
め

て
た
き
さ
ま
に
は
ま
し
ま
せ
と
も
つ
ね
に
御
門
の

な
け
か
せ
た
ま
ふ
は
す
て
に
御
と
し
九
十
に
な
ら
せ

た
ま
ふ
ま
て
御
よ
を
っ
か
せ
給
ふ
へ
き
太
子
一
人

ま
し
ま
さ
す
し
ん
か
を
は
し
め
た
て
ま
つ
り
い

る
ノ
‐
、
せ
ん
き
あ
り
け
れ
と
そ
の
か
い
さ
ら
に
ま
し

ま
さ
す
あ
る
と
き
し
ん
か
す
夢
み
い
て
御
前
に
か
し

こ
ま
り
申
さ
れ
け
る
は
む
か
し
か
い
ま
に
い
た
る
ま
て

●
●
●

わ
う
し
な
か
り
し
〔
き
〕
そ
の
く
に
は
お
さ
ま
り
か
た
き

●

と
う
け
た
ま
は
る
い
か
な
る
し
よ
て
ん
に
〔
に
も
〕
く
わ
ん
を
た
て

●

い
の
ら
せ
た
ま
へ
や
わ
か
君
さ
ま
と
そ
仰
〔
申
さ
れ
〕
け
る
大
わ
う

け
に
も
と
お
ほ
し
め
し
さ
ら
は
く
わ
ん
を
た
て
ん

な
る
く
に
な
れ
は
御
門
一
人
お
は
し
ま
す
御
門

の
御
な
を
は
く
る
こ
く
わ
う
と
そ
申
け
る
さ

て
又
た
い
り
を
は
あ
か
シ
ね
の
つ
ゐ
ち
を
つ
き
し
ろ

●

か
ね
の
も
ん
を
た
て
わ
し
の
〔
の
は
〕
た
か
の
は
に
て
御

て
ん
の
う
へ
を
ふ
か
れ
た
り
た
ま
の
ゆ
か
に
は
御
門

な
ら
せ
た
ま
ひ
け
り
三
千
人
の
き
さ
き
た
ち
一

万
人
の
し
ん
か
た
ち
に
い
に
や
う
せ
ら
れ
て
ま
し

ま
せ
は
ひ
と
へ
に
こ
く
ら
く
せ
か
い
な
る
み
み
や
う
の
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半
丁
十
二
行
。
翻
刻
に
当
り
、
原
本
に
従
っ
て
一
行
ご
と
改
行
し
た
。
ま
た
、
翻
刻

に
併
せ
て
、
承
応
三
年
林
長
右
衛
門
刊
行
の
お
伽
草
子
「
毘
沙
門
天
王
之
本
地
』
を

対
校
し
た
。
圏
点
を
付
け
た
箇
所
が
相
違
で
あ
り
、
括
弧
内
に
林
長
右
衛
門
版
の
辞

句
を
示
し
た
。
こ
の
対
校
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
説
明
が
進
む
に
つ
れ
て
、
触
れ
ら

れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

四
周
単
辺
、
匡
郭
内
半
丁
Ⅳ
・
４
×
吃
・
０
セ
ン
チ
ほ
ど
で
あ
っ
て
、
中
本
。
版

心
に
柱
は
あ
る
も
の
の
、
な
ん
の
文
字
も
な
い
の
が
奇
異
に
写
る
。
丁
付
は
匡
郭
外

（
ノ
ド
）
に
も
な
い
ら
し
い
。
内
題
に
「
一
た
ん
め
」
と
あ
り
、
冒
頭
が
「
さ
て
も

そ
の
皇
ち
」
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
浄
瑠
璃
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

「
毘
沙
門
之
本
地
」
の
語
り
物
と
し
て
従
来
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、
説
経
浄
瑠
璃

が
あ
る
。
天
満
八
太
夫
の
宝
永
八
年
刊
と
さ
れ
る
正
本
が
現
存
し
、
そ
の
原
刻
本
は

貞
享
ご
ろ
か
、
と
さ
れ
て
い
る
。
天
満
八
太
夫
正
本
と
【
１
】
の
新
出
本
と
を
比
較

す
る
と
き
、
語
り
出
し
の
「
さ
て
も
そ
の
愛
ち
」
の
有
無
を
別
に
し
て
、
な
お
少
な

か
ら
ざ
る
異
文
箇
所
を
見
出
す
。
た
と
え
ば
【
１
】
が

と
し
て
い
る
箇
所
を
、
八
太
夫
正
本
が

く
ら
ま
の
寺
に
、
立
給
ふ
、
び
し
や
も
ん
天
王
の
、
ゆ
ら
ひ
を
、
く
わ
し
く
尋

る
に

ひ
し
や
も
ん
て
ん
わ
う
の
ゆ
ら
い
を
く
わ
し
く
た
つ
ぬ
る
に
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と
違
っ
て
い
る
。
も
と
よ
り
詞
章
の
変
化
し
や
す
い
語
り
出
し
部
分
で
は
あ
る
も
の

の
、
相
違
の
著
し
い
こ
と
は
、
こ
こ
に
掲
げ
た
い
く
つ
か
の
例
を
も
っ
て
す
る
だ
け

で
も
、
充
分
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
両
者
に
直
接
的
関
連
を
認
め
る
こ
と
は
む
ず
か

し
い
。説

経
浄
瑠
璃
天
満
八
太
夫
の
正
本
『
毘
沙
門
之
本
地
』
の
親
本
に
関
し
て
、
信
多

純
一
氏
に
説
が
あ
る
。
信
多
説
は
、
承
応
三
年
十
一
月
林
長
右
衛
門
刊
の
お
伽
草
子

『
毘
沙
門
天
王
之
本
地
』
と
の
関
係
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
、
承
応
三
年
版
に
、
古
い

語
り
物
特
有
の
措
辞
を
残
す
と
こ
ろ
を
も
っ
て
、
そ
の
ま
た
親
本
に
当
る
も
の
を
想

定
し
、
そ
の
出
現
を
予
言
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
横
山
重
氏
編
『
説
経
正
本
集
第

三
』
昭
娼
角
川
書
店
）
。

と
続
く
、
短
か
か
ら
ざ
る
一
節
を
加
え
た
り
し
て
、
描
写
が
詳
し
い
。
ま
た
、
王
の

年
齢
も
、

と
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
毘
沙
門
天
王
の
前
生
で
あ
る
留
婁
国
王
を
紹
介
し
て
、

【
１
】
に
は
な
い
、

御
と
し
九
十
に
な
ら
せ
た
ま
ふ
（
【
１
】
）

も
鯉
と
せ
ち
か
き
御
み
に
て
（
八
太
夫
正
本
）

去
程
に
、
此
御
か
と
、
三
く
わ
う
五
て
い
の
跡
を
次
、
ふ
く
か
ぜ
迄
も
、
ゑ
だ

を
な
ら
さ
ぬ
、
御
代
な
れ
ば
、
つ
る
ぎ
は
、
箱
を
出
ず
し
て
…
…

と
こ
ろ
で
、
そ
の
承
応
三
年
版
の
お
伽
草
子
「
毘
沙
門
天
王
之
本
地
」
と
、
こ
こ

に
新
出
の
【
１
】
と
の
比
較
を
試
み
た
の
が
、
前
掲
の
翻
刻
で
あ
る
。
両
者
を
比
べ

る
と
き
、
語
り
出
し
の
「
さ
て
も
そ
の
シ
ち
」
の
有
無
以
外
の
相
違
は
、
片
言
隻
句

に
と
ど
ま
り
、
し
か
も
い
た
っ
て
数
少
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
言

う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
を
指
し
て
、
ぴ
た
り
と
重
な
り
合
う
と
言
っ

て
し
ま
っ
て
も
、
過
言
に
は
な
る
ま
い
。
こ
こ
に
、
寛
永
五
年
の
刊
記
を
持
ち
、
同

八
、
九
年
ご
ろ
の
仕
立
て
と
考
え
ら
れ
る
「
翻
訳
名
義
集
」
の
表
紙
裏
か
ら
出
現
し

た
一
片
こ
そ
、
信
多
説
に
言
う
、
古
い
語
り
物
の
『
毘
沙
門
之
本
地
」
で
あ
っ
た
、

と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

も
う
一
度
紙
面
に
も
ど
っ
て
な
が
め
る
と
き
、
浄
瑠
璃
の
古
い
版
本
と
し
て
は
、

い
さ
さ
か
の
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
。
古
浄
瑠
璃
に
特
有
の
、
あ
の
独
特
の
字
様
で

な
い
こ
と
と
、
節
譜
を
備
え
て
い
な
い
こ
と
が
そ
の
原
因
で
あ
ろ
う
。
版
面
か
ら
受

け
る
印
象
は
、
お
よ
そ
古
浄
瑠
璃
の
正
本
ら
し
く
な
い
、
気
楽
に
読
め
る
、
と
い
う

態
の
も
の
。
第
二
丁
以
下
が
全
く
わ
か
ら
な
い
現
状
で
、
あ
え
て
推
測
を
た
く
ま
し

く
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
次
の
よ
う
に
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
版
を
も
と
に
お
伽
草
子
化
し
た
承
応
版
『
毘
沙
門
天
王
之
本
地
』
が
挿
絵
十
三

図
を
伴
っ
た
絵
入
り
本
で
あ
っ
た
の
と
同
じ
く
、
こ
れ
も
挿
絵
を
豊
富
に
入
れ
、
浄

瑠
璃
の
草
子
化
を
も
く
ろ
ん
だ
刊
行
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
。

そ
れ
は
と
に
か
く
、
『
毘
沙
門
之
本
地
」
は
、
古
浄
瑠
璃
が
お
伽
草
子
化
さ
れ
、
さ

ら
に
説
経
浄
瑠
璃
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
、
類
例
を
な
し
と
は
し
な
い
で
あ
ろ

う
が
、
珍
し
い
変
遷
を
た
ど
っ
た
作
品
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
。
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